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三
、
四
年
前

に
万
歩
計
を
買

っ
た
。
大
学
へ

来
る
と
き
の
ズ

ボ
ン
に
つ
け
て

い
る
。
自
宅
か

ら
通
勤
に
二
時

間
弱
か
か
る
こ

と
も
あ
り
、
一
日
で
一
万
歩

近
く
歩
い
て
い
る
▼
二
年
ぐ

ら
い
前
に
中
性
脂
肪
が
多
か

っ
た
と
き
が
あ
っ
た
。
ス
ポ

ー
ツ
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
だ
け
歩
い
て
い
る

と
体
を
動
か
す
点
で
は
特
に

問
題
は
な
い
と
医
者
に
言
わ

れ
、
食
生
活
の
方
が
問
題
だ

と
分
か
っ
た
▼
実
際
、
体
も

永
く
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る

と
、
時
々
チ
ェ
ッ
ク
し
て
問

題
を
発
見
し
な
い
と
い
け
な

い
。
血
液
検
査
も
そ
う
だ

が
、
万
歩
計
も
セ
ン
サ
ー
の

役
割
を
果
た
す
。
身
体
の
リ

ス
ク
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

に
は
、
診
断
や
計
測
が
必
要

に
な
る
▼
身
体
だ
け
で
な

く
、
機
械
、
更
に
は
制
度
と

い
っ
た
人
工
物
で
も
同
じ
こ

と
で
、
長
く
う
ま
く
使
っ
て

い
こ
う
と
す
る
と
、
検
査
と

改
良
と
い
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
重
要
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
、
検
査
で
分
か
っ
た
私
の

体
脂
肪
率
を
隣
人
が
知
っ
て

い
る
の
は
い
い
気
が
し
な

い
。
そ
れ
で
も
、
安
全
か
自

由
か
と
い
う
二
者
択
一
の
哲

学
的
議
論
が
ポ
イ
ン
ト
で
は

な
く
、
持
続
社
会
を
目
的
と

す
る
限
り
、
ど
の
よ
う
な
タ

イ
プ
の
「
監
視
社
会
」
が
必

要
か
が
、
現
在
、
問
わ
れ
て

い
る
。

（
齊
藤

了
文
）

２

面
「
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア
ン
デ
ス
の
秘
宝
―
」展
を
開
催

３

面

政
策
創
造
学
部
を
新
設
・
工
学
部
を
再
編

４
・
９
面

特
集

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
活
用
ガ
イ
ド

５
〜
８
面

平
成
１８
年
度
学
校
法
人
関
西
大
学
予
算
の
概
要

１２

面

特
集

総
合
関
関
戦

今
年
こ
そ
覇
権
奪
回
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平成１８年４月１日、７０人の新入生を迎
え、本学で２番目の専門職大学院としてア
カウンティング・スクール（会計大学院）
が開学した。これで全国に１５校の会計大学
院が高度会計専門職を輩出するために競う
情況となった。この大学院はアメリカの会
計士養成のための大学院をモデルとし、わ
が国の会計士を学歴面でも資格・能力面で
も国際的に見劣りしない人材とすべく、平
成１５年公認会計士法改正に盛り込まれたも

のである。
平成１５年当時の改正理
由には、�公認会計士監
査の充実・強化を図ると
ともに、�公認会計士試
験制度の見直しが掲げら
れ、殊に�との関連で、会
計士の量的拡大と資質向
上の役割を会計大学院に
期待された。ここで求め
られた資質の中心が、情
報収集・分析能力やコミ
ュニケーション・ディベ

ート能力という、職業専門家として最も基
本的な能力であった。それらを継続的かつ
段階的な教育により身につける場として会
計大学院が構想されたのである。また量的
拡大への対応としては、平成１８年３月末時
点で１万６千人の公認会計士数を、平成３０
年頃には５万人に増やそうと計画された。
このような量的拡大基調を反映して公認
会計士試験の受験者数は、ここ数年は１千
人ずつ増加し平成１６年度は１万６千人とな
ったが、同年度５万人の受験者がいる司法
試験に比べると、その人気は低いと言わざ
るを得ない。また、わが国会計士制度の範と
なったアメリカの場合、受験者数は明らか
ではないが、公認会計士数は３３万人もいる。
この人気度を如実に表すのが映画やＴＶ
であろう。最近、「プロデューサーズ」とい
う映画がわが国でも上映されている。同じ
ミュージカルを映画化したものに「シカ
ゴ」があったが、ここでの重要な役割は弁
護士が担ったのに対して、「プロデューサー
ズ」では会計士が主役の一人となってい
る。また古くは「アンタッチャブル」とい

う映画で重要な役割を担うのも会計士であ
った。このように、会計士が認知された国
では、映画やミュージカルに重要な役回り
で登場するのに対して、わが国では３大国
家試験に含まれる医師や弁護士はドラマ化
や映画化がなされて好評を博するのに、会
計士についてはその存在すら完全には認知
されてこなかったのが実情である。
しかしながら、風向きは変わりつつあ

る。わが国でもカネボウやライブドアとい
った大型の粉飾決算を契機にして、会計士
や会計・監査の重要性に注目が集まってい
る。このような時期に会計や監査を専門に
しつつ、日本人の弱点であるディベートや
コミュニケーション能力の向上を志向した
専門職大学院を開設できたことは、大学と
して非常に時宜にかなった決断だったと評
価できる。また本学学生にとっても、量的
拡大と認知レベル向上の只中にある公認会
計士や会計・監査専門職をめざす最適の環
境が整備されたといえよう。
http���www.kansai�u.ac.jp�as�

（会計専門職大学院教授）

松本 祥尚
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大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�
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インカへの道―アンデスの秘宝―インカへの道―アンデスの秘宝―イインンカカへへのの道道――アアンンデデススのの秘秘宝宝――

学位記授与式が、３月２３日に千里山
キャンパス関西大学会館４階大集会室
で行われ、次の４９氏に関西大学から学
位が授与された。
被授与者の学位および博士論文名は

次のとおり。

【課程博士２９人】
○大江 一平／博士（法学）
「Ｂ・アッカーマンの二元的民主政理
論とその意義」
○多治川 卓朗／博士（法学）
「代償請求権と利益責任」
○松田 正貴／博士（文学）
「D.H.ロレンスのプリミティヴィズム
―２０世紀初頭ヨーロッパにおけるアヴ
ァンギャルドの戦略に関する一考察」
○長谷 あゆす／博士（文学）
「西鶴の構想力―『西鶴名残の友』研
究―」
○窪田 徹／博士（文学）
「ベルクソンと哲学的人間学―人間に
於ける知性の特質」
○河村 晃太郎／博士（文学）
「蘇東坡詩学の研究」
○佐藤 健太郎／博士（文学）
「日本古代における馬牛・牧・馬政官
司に関する研究」
○藤井 裕之／博士（文学）
「民具の形態と儀礼の象徴性」
○片岡 恵美／博士（文学）
「初期オスマン朝とラテン人」
○張 軼欧／博士（文学）
「『三言』にみる馮夢龍の女性観」
○中尾 一成／博士（文学）
「陳子昂文学の研究―垂拱二年（六八
六）の出征と詩文の考察―）
○宮田 和子／博士（文学）
「英華辞典の総合的研究―１９世紀を中
心として」
○史 �嵐／博士（文学）
「�代��形容���研究以及与形容
�状�的比�研究」
○TRAN ANH TUAN／博士（文
学）
「RURAL TRANSFORMATION
OF THE RED RIVER DELTA,
VIETNAM―A Comparative Study
on Two Coastal Communes,Thai
Binh Province―」
○	田 雄介／博士（文学）
「イランにおける手織物生産の多様な
存在様式―ヤズド州メイボド地域のズ
ィールー・白木綿・ペルシア絨毯生産
を中心に―」
○森田 泰介／博士（文学）
「展望的記憶における自発的想起と無
意図的想起の認知過程」
○小林 かおり／博士（経済学）
「Innovative Technology Trades,
Imitation and Growth Rates in
the Framework of the Schumpeterian
Approach」
○村上 喜郁／博士（商学）
「巨大自動車企業における製品政策の
確立―ジェネラル・モーターズ社とフ
ォード・モーター社の比較研究―」
○鈴木 雄也／博士（商学）
「OEM戦略におけるブランド管理の研
究」
○岩橋 建治／博士（社会学）
「わが国タクシー産業における規制緩
和プロセスの経営学的研究：組織によ
る制度的環境の変革行動の解明に向け
て」
○田中 優／博士（社会学）
「互恵的相互依存関係の研究：その関
係形成と発展を説明する個人内および
個人間過程モデルに従って」
○亀田 学広／博士（情報学）
「実用的な遺伝的アルゴリズムの構築
とその実問題への応用に関する研究」

○皆木 一志／博士（工学）
「ドライブラスト加工によるステンレ
ス鋼表面性状の改善に関する研究」
○平山 美緒／博士（工学）
「二相流系のボイド波伝ぱと伝熱流動
のダイナミクスに関する研究」
○森本 達也／博士（工学）
「石炭炭化物のガス化における細孔構
造の変化とその定量的なモデル化に関
する研究」
○大島 忠宏／博士（工学）
「Preparation and Pervaporation
Characteristics of Cross―linked
Polymeric Membranes for Selective
Removal of Volatile Organic
Compounds from Water」
○青木 康浩／博士（工学）
「Synthesis and Utilization of
Hydroperoxides by Aerobic
Oxidation of Hydrocarbons Using
N―Hydroxyphthalimide as Key
Catalyst」
○平林 智貴／博士（工学）
「Development of New Catalytic
R e a c t i o n s U s i n g I r i d i um
Complexes」
○佐々木 美穂／博士（工学）
「細菌によるビスフェノールＡ分解の
解析」
【論文博士２０人】
○片山 信弘／博士（法学）
「取締役の忠実義務の研究」
○河野 哲二／博士（文学）
「D.H.ロレンス絵画作品集」
○筒井 脩／博士（文学）
「Shakespeare におけるNature の意
味」
○平井 章一／博士（文学）
「関西における前衛美術の研究―具体
美術協会を中心に―」
○入江 文敏／博士（文学）
「日本海中部地域における古墳時代の
研究」
○岩城 卓二／博士（文学）
「畿内・近国支配の研究」
○中村 仁志／博士（文学）
「ロシア・カザーク史の研究」
○山本 彰／博士（文学）
「横口式石槨の研究」
○嘉原 優子／博士（文学）
「アジアにおける村落祭祀と神観念の
研究」
○工藤 康弘／博士（文学）
「初期新高ドイツ語小辞典作成の試
み」
○芝田 豊彦／博士（文学）
「ドイツにおける神秘的・敬虔的思想
の諸相―神学的・言語的考察―」
○山中 知子／博士（文学）
「ラシーヌ、二つの顔」
○井上 泰山／博士（文学）
「中国近世白話文学研究」
○佐藤 実／博士（文学）
「劉智の自然学」
○伊東 理／博士（文学）
「先進国における小売商業の地域的展
開―大規模小売商業施設の立地展開と
地域政策に着目して―」
○野間 晴雄／博士（文学）
「湿潤アジア稲作社会の歴史生態研究
―農業・技術・村・生活の変容をめぐ
る比較地誌―」
○廣瀬 幹好／博士（商学）
「技師とマネジメント思想―アメリカ
におけるマネジメント思想の生成、１８８０
年～１９２０年―」
○植條 則夫／博士（社会学）
「公共広告の研究」
○三村 研史／博士（工学）
「Studies on High―Performance and
Decomposition of Epoxy Resin
Modified with Thermoplastic
Polymers」
○原田 浩之／博士（工学）
「転がり支承を用いた免震構造と履歴
ダンパーを用いた制震構造に関する研
究」

関
西
大
学
博
物
館
で
は
、
本
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
「
な
に
わ
・
大
阪

文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
棟
の
竣
工
記
念
と
し
て
、
特
別
展
「
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア

ン
デ
ス
の
秘
宝
―
」
を
開
催
し
て
い
る
。

ア
ン
デ
ス
山
脈
に
花
開
い
た

イ
ン
カ
帝
国
は
、
日
本
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン

の
侵
略
者
に
捕
え
ら
れ
た
皇

帝
、
部
屋
一
杯
積
み
上
げ
ら
れ

た
黄
金
、
最
後
ま
で
抵
抗
を
続

け
た
霧
の
中
の
空
中
都
市
、
そ

し
て
イ
ン
カ
の
隠
さ
れ
た
道
、

未
だ
発
見
さ
れ
な
い
黄
金
伝
説

…
。
そ
の
栄
華
と
滅
亡
の
悲
劇

は
、
私
た
ち
の
心
を
う
つ
。

イ
ン
カ
帝
国
は
一
五
三
二
年

に
滅
び
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も

優
れ
た
文
化
が
ア
ン
デ
ス
に
あ

っ
た
。
イ
ン
カ
の
遺
産
の
中
に

は
、
土
器
や
貴
金
属
、
都
市
建

築
、
道
路
な
ど
先
行
し
た
文
化

の
精
華
や
遺
産
が
た
く
さ
ん
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

今
回
展
示
し
て
い
る
「
秘

宝
」
は
、
イ
ン
カ
帝
国
以
前
の

ペ
ル
ー
各
地
の
地
方
文
化
で
作

ら
れ
た
土
器
類
で
あ
り
、
日
常

身
近
な
事
物
か
ら
神
話
的
存
在

ま
で
を
、
優
れ
た
造
形
技
術
と

彩
色
に
よ
っ
て
作
り
出
し
て
い

る
。
ア
ン
デ
ス
の
多
様
な
古
代

文
化
の
作
品
を
、
ぜ
ひ
見
学
し

て
ほ
し
い
。

展
示
会
関
西
大
学
創
立
百
二
十

周
年
記
念
事
業
お
よ
び
「
な
に

わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ

ン
タ
ー
」
棟
竣
工
記
念

特
別
展
「
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア

ン
デ
ス
の
秘
宝
―
」

期
間
四
月
二
十
四
日
（
月
）
〜

五
月
二
十
一
日
（
日
）
十
時
〜

十
六
時
∧
日
曜
祝
日
休
館
、
五

月
二
十
一
日
（
日
）
は
特
別
開

館
∨

場
所
関
西
大
学
博
物
館

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

簡
文
館

内

h
ttp���w

w
w
.k
an
sai

�
u
.ac.jp�M

u
seu
m
�

m
useum

.h
tm

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７
１

（
博
物
館
事
務
室
）

創
立
百
二
十
周
年
と
い
う
佳

節
を
迎
え
る
今
年
は
、
本
学
に

と
っ
て
た
い
へ
ん
意
味
の
あ
る

大
事
な
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
年
に
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

の


橋
大
輔
選
手
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
大
生
の
活
躍
が
あ

り
、
ま
た
、
政
策
創
造
学
部
の

新
設
、
工
学
部
の
再
編
な
ど
、

新
し
い
教
育
体
制
を
次
々
と
発

表
し
、
関
西
大
学
の
新
た
な
躍

動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

百
二
十
周
年
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
記
念
式
典
に
つ
い

て
は
、
十
一
月
四
日
（
土
）
の

創
立
記
念
日
に
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
第
２
学
舎
４
号
館
Ｂ
Ｉ

Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
簡
素
に
し
て
厳

粛
な
式
典
を
開
催
す
る
。
式
典

準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
記
念
行
事
も
七

月
十
三
日
（
木
）
の
関
西
大
学

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
竣
工
記
念
行

事
を
皮
切
り
に
、
今
秋
の
開
催

に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。

百
二
十
周
年
記
念
行
事
に
関

す
る
情
報
は
、
こ
の
四
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
百
二
十
周
年

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
す
べ
て
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
学
生
諸
君
は

気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
て
「
関
大

の
百
二
十
周
年
」
を
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
。
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（
記
念
事
業
・
募
金
事
務
室
）

平
成
十
九
年
四
月
開
設
予
定

の
政
策
創
造
学
部
の
学
舎
と
し

て
利
用
す
る
た
め
な
ど
の
理
由

か
ら
、
第
１
学
舎
５
号
館
（
仮

称
）
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
地
上
六
階
、
延
床
面
積
約
九

千
五
百
二
十
平
方
�
の
広
さ
と

な
り
、
平
成
十
九
年
三
月
に
竣

工
す
る
予
定
。

ま
た
、
中
央
体
育
館
東
側
に

あ
る
既
存
の
射
撃
場
を
射
距
離

五
十
�
の
競
技
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
新
た
に
建
設
し
、
屋
上

に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
も
設
置
す

る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地

上
二
階
、
延
床
面
積
二
千
二
百

五
十
平
方
�
の
広
さ
と
な
り
、

竣
工
は
十
二
月
の
予
定
。

地
鎮
祭
は
、
第
１
学
舎
５
号

館
（
仮
称
）
が
四
月
十
二
日

に
、
射
撃
場
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
が
四
月
二
十
四
日
に
挙
行
さ

れ
た
。
両
日
と
も
森
本
靖
一
郎

理
事
長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は

じ
め
、
関
係
者
い
ず
れ
も
延
べ

約
八
十
人
が
出
席
し
た
。

本
年
四
月
一
日
付
で
名
誉
教

授
の
称
号
が
次
の
十
一
氏
に
授

与
さ
れ
た
。

法
学
部

岩
崎

憲
次

同

國
府

剛

同

月
岡

利
男

文
学
部

青
木
積
之
介

同

北
岡

正
子

同

筒
井

脩

同

藤
井

稔

文
学
部

渡
辺

有
而

商
学
部

三
上

宏
美

工
学
部

浅
野
幸
一
郎

同

永
井

規
男

（
敬
称
略
）

本
年
一
月
八
日
に
逝
去
し
た

故
石
田
浩
経
済
学
部
教
授
に
は

一
月
八
日
付
で
授
与
さ
れ
て
い

る
。

平
成
十
八
年
度
教
育
懇
談
会

の
日
程
が
次
の
と
お
り
決
定
し

た
。

【
本
学
】

五
月
二
十
一
日
（
日
）

【
地
方
】

八
月
二
十
日
（
日
）
高
松
市
・

津
市

八
月
二
十
二
日
（
火
）
高
知
市

・
静
岡
市

八
月
二
十
五
日
（
金
）
松
江
市

・
別
府
市

八
月
二
十
七
日
（
日
）
広
島
市

・
宮
崎
市

九
月
三
日
（
日
）
金
沢
市
・
福

岡
市

九
月
五
日
（
火
）
岐
阜
市
・
長

崎
市

九
月
十
日
（
日
）
長
野
市
・
仙

台
市

十
月
二
十
二
日
（
日
）
京
都
市

（
教
育
後
援
会
）

●
昼
間
主
コ
ー
ス
と
夜
間
主
コ

ー
ス
を
全
学
的
に
統
合

社
会
学
部
、文
学
部
に
続
き
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
法
学
部
、経

済
学
部
、商
学
部
の
昼
間
主
コ
ー

ス
と
夜
間
主
コ
ー
ス
を
統
合
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
全
学
的
に
昼

夜
開
講
制
が
廃
止
さ
れ
る
。

●
関
西
大
学
学
術
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
登
録
・
公
開
の
基
本

方
針
を
策
定

本
学
で
は
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
関
西
大
学
学
術
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
稼
動
し
、
本
学
研

究
者（
専
任
教
育
職
員
）の
個
人

研
究
業
績
の
研
究
成
果
を
一
元

的
に
登
録
・
収
載
し
、
学
術
情

報
と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
広

く
社
会
に
公
開
し
て
き
た
。

今
回
、河
田
学
長
か
ら「
関
西

大
学
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
登
録
・
公
開
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
」
が
学
部
長
会
議
で
提

案
さ
れ
、全
学
部
・
機
構
・
法
務

研
究
科
に
お
い
て
了
承
さ
れ

た
。こ
の
提
案
で
は
、
本
学
専
任

教
員
は
、
個
人
研
究
業
績
等
を

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、

原
則
と
し
て
公
開
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
本
学
の
知
の
生
産
物
で
あ

る
研
究
成
果
の
発
信
が
よ
り
促

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
の
設
置

新
た
に
「
市
場
と
政
府
の
経

済
、
法
及
び
会
計
に
関
す
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ
ト
」

（
研
究
代
表
者
�
柴
健
次
会
計
研

究
科
教
授
）が
設
置
さ
れ
た
。こ

れ
で
八
件
目
の
設
置
と
な
る
。

詳
細
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
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に
て
公
開
し
て
い
る
。

●
国
際
交
流
協
定
校
を
拡
大

本
学
で
は
、
平
成
十
六
年
度

に
国
際
交
流
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ

ン
「
国
際
交
流
の
新
た
な
展
開

―G
lob
alizin

g
K
an

dai

を
め
ざ
し
て
」
を
打
ち
出

し
、
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
五

年
以
内
に
協
定
校
を
五
十
校
に

拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

活
発
な
国
際
交
流
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
の
度
、
新
た
に
ド
イ

ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
と
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
、
協
定
大

学
は
こ
れ
で
十
四
カ
国
・
二
十

九
校
と
な
っ
た
。

地鎮祭を挙行
第第１１学学舎舎５５号号館館（（仮仮称称））
おおよよびび射射撃撃場場・・
アアーーチチェェリリーー場場

２２１１日日ままでで博博物物館館でで開開催催

教
育
懇
談
会

平
成
１８
年
度

関
西
大
学

創
立
１２０
周
年
記
念
式
典
を

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
開
催

１１月
４日

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

（２）平成１８年（２００６年）５月１７日第 ３３５ 号
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２２００００７７年年４４月月開開設設予予定定（（構構想想中中））

本
学
部
は
、
次
の
三
つ
の
専
修
を

設
け
る
も
の
と
す
る
。

ま
ず
、『
国
際
・
ア
ジ
ア
』
専
修
で

は
、
世
界
の
各
地
域
・
社
会
で
、
異

文
化
理
解
能
力
を
備
え
、
協
力
・
共

生
の
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
の
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
。
と
り
わ

け
、
ア
ジ
ア
の
政
治
、
経
済
、
さ
ら

に
は
地
域
協
力
・
統
合
に
か
か
わ
る

テ
ー
マ
を
重
点
的
に
学
ぶ
も
の
と
す

る
。
ま
た
、『
組
織
・
政
策
』
専
修
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
構
成
員
す

べ
て
に
か
か
わ
る
統
一
的
な
意
思
決

定
を
作
り
だ
す
シ
ス
テ
ム
構
築
、
各

組
織
相
互
の
関
係
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
方
な
ど
、
政
策
の
あ
ら
ゆ

る
側
面
に
関
し
て
多
様
な
要
素
が
複

雑
に
か
か
わ
る
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
も

の
と
す
る
。
そ
し
て
、『
地
域
・
都

市
』
専
修
で
は
、
自
治
的
・
自
立
的

な
地
域
の
あ
り
方
（
政
策
）
を
創
出

し
う
る
人
材
を
育
成
す
る
。
と
り
わ

け
、
関
西
・
大
阪
の
各
自
治
体
、
各

種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・

協
力
に
よ
る
実
践
的
な
学
習
を
重
視

す
る
も
の
と
す
る
。

二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
四
月
、
未
来
志
向
の
「
二
十
一
世
紀

の
関
西
大
学
」
の
教
育
モ
デ
ル
を
リ
ー
ド
す
べ
く
、「
政
策
創
造
学

部
」
が
新
た
に
開
設
さ
れ
る
。
そ
の
教
育
理
念
・
目
的
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

本
学
部
は
、
多
く
の
困
難
に
直
面

し
、
解
決
策
を
模
索
し
て
い
る
多
様

な
「
場
」
に
お
い
て
、
地
球
的
視
野

と
規
模
で
思
考
し
、
そ
こ
で
何
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
何
が
対
立
し
て

い
る
の
か
な
ど
を
的
確
に
見
抜
く

力
、
自
ら
の
主
体
的
選
択
と
し
て
具

体
的
な
解
決
策
を
提
示
し
、
問
題
処

理
能
力
を
発
揮
し
、
積
極
的
に
行
動

す
る
人
材
�
�
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
な
い
問
題
発
見
、
分
析
、
処
理
、

そ
し
て
解
決
と
行
動
力
を
備
え
た
人

材
（
政
策
を
創
造
し
う
る
人
材
）
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、「
主
体
的
に
変
化
に
対
応

し
、
自
ら
の
将
来
の
課
題
を
探
求

し
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
幅
広
い
視

野
か
ら
柔
軟
か
つ
総
合
的
な
判
断
を

下
す
こ
と
の
で
き
る
力
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
学
部
で
あ

る
。

■
三
つ
の
専
修

―『
国
際
・
ア
ジ
ア
』専
修
、『
組
織
・
政

策
』専
修
、そ
し
て『
地
域
・
都
市
』専
修

第
一
は
、
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

よ
る
基
礎
能
力
の
開
発
で
あ
る
。「
読

む
・
書
く
・
話
す
」
と
い
っ
た
基
礎

能
力
、
専
門
分
野
に
お
け
る
基
礎
学

力
、
さ
ら
に
は
応
用
力
を
確
実
に
身

に
つ
け
る
た
め
に
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
型
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
（
演
習
）
体
系
を
設
定
す
る
。

第
二
は
、
外
国
語
お
よ
び
情
報
教
育

の
徹
底
で
あ
る
。
英
語
の
み
で
十
六

単
位
ま
で
修
得
す
る
こ
と
も
で
き
る

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式
を
採
用
。
さ

ら
に
は
、
実
践
的
応
用
力
に
ま
で
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
の
情

報
教
育
を
徹
底
す
る
。
そ
し
て
、
第

三
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
事
例

研
究
の
重
視
で
あ
る
。
複
数
の
担
当

者
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
、
学

外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
事
例

研
究
を
積
極
的
に
行
い
、
実
社
会
に

お
け
る
諸
課
題
を
実
践
的
に
学
ぶ
も

の
と
す
る
。

（
政
策
創
造
学
部
学
部
長
予
定
者

孝
忠

延
夫
）

■
学
び
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

私
た
ち
の
社
会
は
高
度
化
、
多
様

化
を
図
り
な
が
ら
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
き
て
お
り
、
社
会
の
動
向

に
迅
速
に
対
応
す
る
教
育
・
研
究
体

制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学
が
こ

れ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
問
領
域
の
特
色
や
個
性
に
根
ざ

し
た
、
内
実
性
の
あ
る
教
育
体
制
と

そ
の
教
育
基
盤
を
支
え
る
充
実
し
た

研
究
体
制
を
も
つ
組
織
に
変
革
す
る

必
要
が
あ
る
。

本
学
工
学
部
は
、
昭
和
三
十
三
年

に
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
化

学
工
学
科
お
よ
び
金
属
工
学
科
の
四

学
科
の
構
成
で
創
設
さ
れ
て
以
来
、

科
学
技
術
の
進
展
と
産
業
社
会
の
変

遷
に
対
応
し
て
学
科
を
増
設
し
て
き

て
お
り
、
現
在
で
は
十
一
学
科
を
擁

す
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

間
、
教
育
研
究
内
容
の
整
備
・
拡
充

を
図
り
、
産
業
界
に
有
為
な
人
材
を

輩
出
し
て
き
た
。

一
方
、
急
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
現

代
の
産
業
社
会
に
お
い
て
、
高
等
教

育
に
お
け
る
質
的
な
変
化
と
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
専
門
分
野
ご
と
の

人
材
育
成
に
関
す
る
要
求
と
需
要
の

的
確
な
把
握
を
図
る
た
め
に
は
、
現

在
の
工
学
部
を
柔
軟
性
と
機
動
力
に

富
み
、
迅
速
に
意
思
決
定
の
行
え
る

学
部
組
織
に
再
編
す
る
必
要
が
あ

る
。こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在
の

工
学
部
を
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
、
環

境
都
市
工
学
部
お
よ
び
化
学
生
命
工

学
部
の
三
学
部
に
再
編
す
る
こ
と
と

し
た
。
入
学
定
員
は
、
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
が
四
百
五
十
五
人
、
環
境
都

市
工
学
部
が
二
百
九
十
五
人
、
化
学

生
命
工
学
部
が
三
百
十
五
人
と
な
る

予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
学
部
は
、
相
互
に
連
携

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
化
し
、
独

自
性
を
も
つ
教
育
体
制
を
具
備
す
る

も
の
と
し
た
。
ま
た
、
理
工
系
の
基

礎
教
育
強
化
に
つ
な
が
る
数
学
・
物

理
学
な
ど
の
理
学
系
分
野
を
包
含
す

る
ほ
か
、
新
時
代
産
業
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
情
報
、
環
境
お
よ
び
生
命

の
各
分
野
を
強
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
学
部
に
は
、
教
育

上
の
専
門
分
野
に
基
づ
い
て
、
従
来

の
学
科
を
統
合
再
編
し
た
九
つ
の
学

科
を
設
け
、
さ
ら
に
各
学
科
に
は
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
コ
ー
ス
を

設
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
。

こ
の
再
編
に
よ
り
、
各
領
域
の
新

し
い
教
育
理
念
と
人
材
育
成
目
標
の

も
と
に
、
時
代
が
求
め
る
実
質
的
な

教
育
を
実
践
し
、
現
代
科
学
技
術
社

会
が
求
め
る
有
能
な
人
材
を
養
成
す

る
。

■
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
は
、
産
業
や

科
学
技
術
な
ど
の
様
々
な
「
し
く
み

づ
く
り
」
を
学
ぶ

■
環
境
都
市
工
学
部
は
、
住
環
境
や

都
市
設
計
な
ど
、
地
球
規
模
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
学
ぶ

■
化
学
生
命
工
学
部
は
、
化
学
物
質

か
ら
新
素
材
、
生
命
ま
で
、
未
来
に

必
要
な
「
も
の
づ
く
り
」
を
学
ぶ

「
し
く
み
づ
く
り
」
を
学
ぶ
「
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部
」
は
、
現
代
社
会

に
必
須
な
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
い
っ
た
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
高
度
で
安
全
性
の
高
い
「
し
く

み
」
「
し
か
け
」
に
つ
い
て
研
究

し
、
工
学
の
基
礎
知
識
と
、
理
工
学

的
専
門
知
識
を
も
っ
た
技
術
者
の
養

成
を
め
ざ
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
学
ぶ
「
環
境

都
市
工
学
部
」
は
、
環
境
と
人
に
配

慮
し
た
安
全
か
つ
快
適
な
都
市
空
間

や
社
会
構
築
に
つ
い
て
研
究
し
、
問

題
解
決
能
力
や
科
学
技
術
の
知
識
と

実
践
力
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
成

す
る
。

「
も
の
づ
く
り
」
を
学
ぶ
「
化
学

生
命
工
学
部
」
は
、
新
素
材
や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
未
来
が
求
め
る
物

質
の
創
成
や
生
命
現
象
を
支
え
る
物

質
の
働
き
を
研
究
し
、
最
先
端
の
専

門
知
識
・
技
術
を
養
い
、「
も
の
」
に

関
す
る
科
学
技
術
を
通
じ
て
二
十
一

世
紀
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
。

新
学
部
で
は
、
入
学
時
か
ら
細
分

化
さ
れ
た
専
門
分
野
を
決
め
て
学
ぶ

の
で
は
な
く
、
ま
ず
大
き
な
領
域
か

ら
自
分
の
興
味
を
選
択
す
る
。
各
学

部
に
お
い
て
必
要
な
基
礎
能
力
を
徹

底
的
に
固
め
な
が
ら
、
多
彩
に
広
が

る
学
び
の
分
野
・
領
域
に
触
れ
、
自

己
の
興
味
・
関
心
、
問
題
意
識
を
探

っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
自
分
の
能

力
に
応
じ
た
目
標
を
発
見
し
、
専
門

分
野
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
。
そ
の

後
は
、
専
門
分
野
に
必
要
な
知
識
・

ス
キ
ル
を
段
階
的
・
有
機
的
に
身
に

つ
け
、
優
れ
た
技
術
者
・
研
究
者
を

め
ざ
す
。

な
お
、
現
在
の
工
学
部
在
学
生
は

入
学
時
の
学
部
・
学
科
が
卒
業
ま
で

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
学
科
の
名
称

は
勿
論
の
こ
と
、
学
則
お
よ
び
諸
規

程
も
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
当
面
、
工
学
部
と
新
三
学

部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
並
行
す
る
こ

と
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る

が
、
現
在
の
在
学
生
は
最
後
の
一
人

が
卒
業
す
る
ま
で
万
全
の
ケ
ア
を
行

う
。

（
工
学
部
）

工
学
部
は
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
四
月
か
ら
、
現
行
の

一
学
部
十
一
学
科
か
ら
三
学
部
九
学
科
二
十
コ
ー
ス
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
再
編
を
行
う
。

「
つ
く
る
、を
学
ぶ
」多
彩
な
理
工
学
領
域
を
実
現

政策創造学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部
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小学校教員の資格を取得するために
は、小学校教員養成課程を設けている
大学で所定の単位を修めて一種または
二種免許を取得する方法と、文部科学
省が実施する「小学校教員資格認定試
験」に合格して二種免許を取得すると
いう２つの方法があります。
本学は小学校教員養成課程を開設し

ていないため、本年４月から神戸親和
女子大学通信教育部との提携による
「小学校教諭（一種）免許状取得プログ
ラム」をスタートしました。また、キ
ャリアセンターでは、「小学校教員資格
認定試験」をめざす人を対象に、「教員
採用試験対策講座」の中に、「小学校教
員資格認定試験対策コース」を設けて
支援を行っています。平成16年度から

開講しているこのコースでは、すでに
多くの先輩が資格試験に合格し、小学
校教員として活躍しています。
もちろん同講座の中には、中・高の

教員をめざす学生のための「中・高教
員採用試験対策コース」とこの２つの
コースを合わせた「特別コース」も設
けています。この講座は毎年10月から
翌年の６月まで実施しています。例年
７月に説明会を行っていますので、ぜ
ひ参加してください。
なお、「小学校教諭（一種）免許状取

得プログラム」については、本学内の
全学共通教育推進機構事務室まで、E‐
Mail（zengaku@jm.kansai-u.ac.jp）に
て問い合わせてください。また、前述
の対策講座を受講していなくても、教
員をめざしている人は、本特集で紹介
しているとおりキャリアデザインルー
ムまで気軽に教職相談に来てください。

授業に加えて、クラブ、サー
クル、アルバイト…。「就職な
んてまだ先のこと」なんてのん
びりしている人、楽しい時間は
驚くほど早く過ぎていきます。
この時期のみなさんには思いき
りいろいろなことにチャレンジ
してほしいのですが、その取り
組み方が重要です。しっかりした目標を
持って、自分自身の成長につながるいい
経験と言える時間にしてほしいと思いま
す。そんな経験の中に、みなさんの「進
路につながるヒント」があるのですから。
みなさんがそれぞれに充実した時間を

過ごしながら無理なく「進路」を意識で
きるように、キャリアプランニングセミ
ナーでは以下のようなシリーズを開催し
ています。まずは気軽に参加してみませ
んか。

ベーシックシリーズ（全４回のシリーズ）
目標は定めているけれども何から取り

組めばよいかわからない人も、これから
目標を定めたい人も、とにかくここから
始めましょう。
【第１回 職業興味・適性を知ろう】
職業興味検査を受験し、自分の職業興

味や職業適性についての理解を深めま
す。
【第２回 職業の世界を知ろう】
ワークシートを使って、複数の視点か

ら職業の理解を深めます。
【第３回 自分の性格を知ろう】
性格検査を受け、自分の個性とその活

かし方についての理解を深めます。
【第４回 キャリアプランを立てよう】
ワークシートに記入し、キャリアプラ

ンニングについて考える機会を得ます。

適性検査による自己分析シリーズ
自分らしいキャリアの発見をめざす少

人数セミナー。各自のテスト結果をもと
に自己分析を深め、キャリアの方向性を
探索していきます（Ａ～Ｃパターンから
選択できます）。
【Ａパターン】
｢性格や価値観を知りライフキャリア

を考える｣（YG性格検査を実施）
【Bパターン】
「職業興味を知り適性を探索する｣

（VPI職業興味検査を実施）
【Cパターン】
「能力適性を知る」（厚生労働省編一般
職業興味検査を実施）

コミュニケーションスキルシリー
ズ
小グループによる体験学習をとおし

て、
①自己表現力を磨く
②職業能力・資質を向上させる
③自己理解を深める
を目的に実施します。

仕事研究シリーズ
さまざまな職場で活躍中の本学OB・

OGによる「ミニ講演＆懇談会」。パンフ
レットやウェブサイトの情報とは違った
角度から業界・職業を研究してみましょ
う。

就職活動の進め
方、キャリアセン
ター主催行事の案
内、企業の採用活
動の特徴などを説
明します。
これらのガイダ

ンスに参加していれば、就職活動に乗り遅れる
ことはありません。
もちろん、教員・公務員をめざす人向けの内

容も含みます。
第１回…４月開催（就職活動の全体像、今か

ら準備できることを説明）
第２回…７月開催（夏休みの過ごし方、就職

活動学生のバイブル『PLACEMENT
BOOK マニュアル編』の配布）

第３回…９月開催（秋からの就職活動と関連
する学内行事について説明）

第４回…12月開催（就職活動本番直前のガ
イダンス、２月以降の学内企業セミ
ナーについて案内）

３年次生は、いよいよ就職活動を開始する時
期。この講座では、だれもが戸惑う就職活動の
「基礎」をわかりやすく説明します。

これでわかる！ここから始まる！就職活動入門
就職活動の流れを概説。ここから就職活動は

スタートします。

しごと研究・業界研究でビジネスを知ろう！
「仕事とは」「業界って何」など、社会の仕組
みをわかりやすく解説します。

ビジネスマナーとコミュニケーション力
就職活動に留まらずビジネス社会において大

変重要なマナーとコミュニケーション。この講
座では、電話での受け応え、手紙の書き方、話
し方などを実践します。

実際に企業や自治体・学校などで仕事を経験
することができ、進路を考えるうえで貴重な機
会になると注目のインターンシップ。
本学では、全国の大学の中でいち早く、平成９

年からこの制度を導入し、例年以下のとおり多
様な就業体験の場を提供しています。平成17年
度は実習団体数延べ355団体、派遣学生数延べ
724人の実績で、ともに全国トップクラスを誇
っています。

ビジネスインターンシップ（主に３年次生対象）
夏季休業期間中の約２～３週間の実習。毎年

多くの３年次生が希望し、さまざまな業種・職
種の実習先での研修に参加します。就職活動に
先立って、「仕事の現場を見てみたい」という
人は、至急キャリアセンターまで問い合わせて
ください。

国際インターンシップ
米国ミズーリ州やハワイ州の企業で実習しま

す。

長期インターンシップ
約半年間、原則週１日の実習を行います。平

成17年度の実習先はりそな銀行、大阪企業家
ミュージアムなどでした。

このほかに、主に２年次生対象の「プレ・イ
ンターンシップ」、学校現場で実習を行う「学
校インターンシップ」などもあります。

昨今の就職活動の第一関門となっている筆記
試験。苦手意識を持つ人も多いようですが、し
っかりとした対策を取れば大丈夫。キャリアセ
ンターが行う各種模擬試験・対策講座を受け
て、早い時期から準備をしましょう（申込制・
有料）。

業界研究会（10～12月）
業界のリーディングカンパニーから講師を招

き、学内で各業界の説明会を開催するものです。
例年立ち見が出るほどの人気企画です。

企業研究会（２～３月）
関大生を求める企業の採用担当者（期間中約

700社）が、採用計画をはじめ、企業の概要を
説明します。就職活動に役立つ「ここだけの話」
が聞けるかも。

製造業、ホテル、銀行など普段見ることので
きない仕事の現場を訪問。体験学習的に業界研
究ができます。現場で活躍中のOB・OGに直接
質問することも可能です。

新学期が始まって１カ月…。みなさんは「今年こ
そ」という目標を立てましたか。何か新しいことを
始めましたか。
時間もパワーもあるみなさんが「なんとなく過ご

してしまう」にはあまりにもったいない学生生活。
どうせなら目標を持って、おもいっきり何かに打ち
込む学生生活にしようではありませんか。
「進路のことは考えなくていいの？」「就職活動が

気になるんだけど」そんな不安を抱いている人、ご心
配なく。何かに一生懸命打ち込んだ経験のある人こ
そ魅力的であり、社会が求める人なのです。逆になん
となく過ごした人にはいくら景気が好転しようと、

企業の採用枠が拡大しようと、自分の望む進路選択
はできません。
さあ、今がスタート。「おもいっきり関大生する」

みなさんが、安心と自信を持って進路選択できるよ
うキャリアセンターが万全のサポート体制で待って
います。
今回はキャリアセンターが誇る１年次生から卒業

生までの段階に応じたサポートプログラムを紹介し
ます。キャリアセンターを活用しつつ「おもいっき
り関大生」すれば、進路選択も就職活動も難しいも
のではないのです。

「自分を磨く」

昨今の企業の採用活動はスタートが早く、４
年次生の５月には多くの内々定の声が聞こえて
きます。ただし、すべての企業の採用活動が終了
するわけではありません。その後も、企業の関
大生に対する熱い求人はまだまだ続き、これら
の求人情報は速やかにKIPSで公開されます。
また、５月以降も学内で合同セミナーを適宜

開催して、卒業までみなさんの進路決定をバックアップします。

「はばたく」�4

「関西大学は生涯にわたって卒業生を
温かく見守る」という主旨のもと、平成
17年11月１日から卒業生の就業支援に
関する業務を本格的に開始しました。具
体的にはキャリアセンター内に「卒業生

就業支援室」を開設するとともに、株式会
社パソナのグループ企業である「関西雇
用創出機構」と業務提携を行い、卒業生の
転職や再就職などに関する相談や就職先
マッチング等の支援を行っています。

インターンシップ

「かじを取る」�3�

就職活動スタート講座

就職(進路)ガイダンス

就職模擬試験・
筆記試験対策講座

関西大学中之島センター
大阪のオフィス街の中心に開設された

都市部における関西大学の拠点。
パソコンが設置され、就職活動中の関

大生の情報交換や憩いの場として利用で
きます。

関西大学東京センター
首都圏にお

ける関大生の
就職活動支援
のため、パソ
コン利用や各
種証明書の即
時発行、就職
関連雑誌の閲
覧などが可能です。
JR東京駅八重洲南口すぐという立地で、

就職活動中の関大生が気軽に立ち寄ること
ができる情報交換の場として利用されてい
ます。

キャリアデザインルーム
みなさん一人ひとりが将来に抱いている

不安を気軽に相談できる関西大学ならでは
のスペシャルルームです。
「キャリア相談」（要予約）
進路に関する悩みをキャリアデザインア

ドバイザーの先生が個別に相談に応じます。
「教職相談」
教員をめざす人

の強い味方である
専門のアドバイザ
ーの先生が担当
し、採用試験合格
者の実績をあげて
います。

キャリアセンター高槻キャンパス分室
総合情報学部生のキャリア形成や就職活

動を力強く支援するため、高槻キャンパス
就職情報資料室がキャリアセンター高槻キ
ャンパス分室として、今春リニューアルオ
ープンしました。
千里山キャンパス同様、キャリアセンタ

ーのスタッフが常駐し、進路決定や就職活
動のための支援全般を行っています。

卒業生就業支援室のご利用を
転職 再就職の相談に応じます

試験対策の講座実施

教員をめざす人へ

学内で各種公務員採用試験説明会・官公庁業
務説明会などを開催しています。
個別相談は、企業への就職活動者同様、随時

キャリアセンターの窓口を気軽に利用してくだ
さい。

また、試験突破
は事前のしっかり
した対策が肝要。
エクステンショ
ン・リードセンタ
ーでは各種の公務
員受験対策講座を
開講していますので、問い合わせてください。

公務員試験対策

合同企業セミナー

キャリアセンター�キャリアセンター�キャリアセンター�
進路選択を100％サポート�進路選択を100％サポート!

活用�

KIPS
（関西大学インターネット学生就職支援システム）
関大生ならだれでもいつでも必要

なときに使える便利で利用価値の高
い就職支援サイトです。
主な特徴
①約2万3,000社の企業情報が閲
覧できます。
②本学に到着するすべての求人情報の検索が可能です。
③１・２年次生にも役立つキャリアプランニングセミナー、
インターンシップなどの情報を掲載しています。
④就職・進路に関するさまざまな情報や学内行事案内を関
大生のためだけにタイムリーに掲載しています。
また、就職活動中の卒業生も利用が可能です（利用に際
しては登録が必要です）。

PLACEMENT BOOK
（３年次生に配布）
関大生の就職活動に必携の

バイブル『P L A C EM EN T
BOOK』。
マニュアル編は、７月の就

職（進路）ガイダンス時に配
布。就職活動のすべてが、持
ち運び便利な手帳サイズにわ
かりやすくまとめられています。
データ編は、先輩の進路をさまざまな角度から統

計した資料となっており、千里山キャンパスの就職
情報資料室および、キャリアセンター高槻キャンパ
ス分室で閲覧できます。

◎月～水・金曜日 ９：00～17：00
◎木曜日 ９：00～20：00

（12：30～13：30は昼休み）

充
実
し
た
環
境
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す

関
大
オ
リ
ジ
ナ
ル「
就
活
ツ
ー
ル
」を

活
用
し
よ
う
！

キャリア
プランニングセミナープランニングセミナー
キャリア
プランニングセミナー

学内セミナー

しごとの現場体験ツアー（申込制）

※土日祝は閉室

開
室
時
間

（４）平成１８年（２００６年）５月１７日第 ３３５ 号（９）
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平
成
十
八
年
度
予
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
、
法
人
予
算
会

議
の
審
議
を
経
て
、理
事
会
（
平

成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
）、
評

議
員
会
（
平
成
十
八
年
三
月
二

十
三
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
予
算
は
、「
強
い
関
西
大

学
」
を
構
築
す
べ
く
教
育
・
研

究
・
社
会
貢
献
に
重
点
を
お

き
、
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
編
成
を
行
っ

た
も
の
で
、
支
出
内
容
を
厳
し

く
見
直
し
、
合
理
化
・
効
率
化

を
求
め
る
一
方
、
緊
急
性
、
重

要
性
、
発
展
性
の
あ
る
計
画
に

対
し
て
は
柔
軟
な
予
算
配
分
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
十
二
月
に
経
営

と
教
学
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進

す
る
「
中
長
期
戦
略
構
想
策
定

体
制
」
を
構
築
し
、
平
成
十
七

年
五
月
に
本
学
の
「
経
営
理
念

・
基
本
方
針
」
を
決
定
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
年
度
計
画
お
よ
び

中
長
期
計
画
か
ら
な
る
「
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、「
中
期
戦
略

課
題
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
高
槻
駅
前
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
お
よ
び
新
学
部
構
想

を
最
優
先
事
項
と
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
新
学
部
に
つ
い
て

は
、平
成
六
年
に
開
設
し
た
「
総

合
情
報
学
部
」
に
続
く
八
番
目

の
学
部
と
な
る
「
政
策
創
造
学

部
」
を
平
成
十
九
年
四
月
に
開

設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
現
在

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
次

の
「
２

事
業
計
画
の
概
要
」

の
と
お
り
で
す
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
つ
い
て
本
学
関
係
者

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
今
後

と
も
厳
正
で
効
果
的
な
予
算
執

行
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
さ

ら
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

「第１学舎５号館（仮称）」（平成１９年３月竣工予想図）

平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
事
業
計
画

の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア

創
立
百
二
十
周
年
記
念
行

事
の
実
施

本
学
は
平
成
十
八
年
十
一

月
に
創
立
百
二
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
み
な
さ
ま
方
の
熱

い
ご
支
援
の
も
と
募
金
目
標

は
既
に
達
成
で
き
ま
し
た

が
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
平
成
十
八
年
度

は
、
創
立
百
二
十
周
年
を
記

念
し
て
、
学
術
講
演
会
の
開

催
や
記
念
式
典
の
挙
行
な
ど

多
彩
な
記
念
行
事
を
全
学
挙

げ
て
実
施
し
ま
す
。

イ

高
槻
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
の
推
進

平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に

認
可
申
請
を
行
う
こ
と
を
め

ざ
し
て
引
き
続
き
調
査
・
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
初
の
キ
ャ
ン
パ
ス
予
定
地

が
若
干
移
動
し
、
面
積
も
二

万
平
方
�
ほ
ど
に
な
る
予
定

で
す
。

ウ

新
学
部
構
想
お
よ
び
既
存

学
部
・
学
科
の
再
編

平
成
十
九
年
四
月
に
新
学

部
「
政
策
創
造
学
部
」
を
開

設
し
ま
す
。
真
の
実
践
的
政

策
立
案
力
を
育
て
、
わ
が
国

の
社
会
革
新
に
寄
与
す
る
政

策
を
企
画
・
推
進
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
四
月

に
工
学
部
を
「
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
」「
環
境
都
市
工
学

部
」「
化
学
生
命
工
学
部
」
の

三
学
部
に
再
編
し
ま
す
。

「
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
」

で
は
産
業
や
科
学
技
術
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
「
し
く
み
づ

く
り
」
を
、「
環
境
都
市
工
学

部
」
で
は
住
環
境
や
都
市
設

計
な
ど
地
球
規
模
の
「
ま
ち

づ
く
り
」を
、「
化
学
生
命
工
学

部
」
で
は
化
学
物
質
か
ら
新

素
材
、
生
命
な
ど
豊
か
な
未

来
を
拓
く
た
め
に
必
要
な「
も

の
づ
く
り
」を
学
び
ま
す
。

エ

会
計
研
究
科
（
会
計
専
門

職
大
学
院
）
の
開
設

平
成
十
八
年
四
月
に
会
計

研
究
科
（
会
計
専
門
職
大
学

院
）
を
収
容
定
員
百
四
十
人

（
入
学
定
員
七
十
人
）、
専
任

教
員
十
三
人
で
開
設
し
ま
し

た
。「
世
界
に
通
用
す
る
」
公

認
会
計
士
の
養
成
を
第
一
の

目
的
と
し
、
企
業
や
官
公
庁

か
ら
の
要
請
に
応
じ
た
会
計

人
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

オ

現
代
Ｇ
Ｐ
お
よ
び
特
色
Ｇ

Ｐ
な
ど
の
競
争
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
採
択
に
向
け
た
具
体
策

の
検
討

平
成
十
八
年
度
は
四
件
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
各
種
競
争
的

資
金
の
獲
得
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

カ

教
務
セ
ン
タ
ー
の
開
設
お

よ
び
関
連
部
署
機
能
の
整
備

・
充
実

平
成
十
八
年
九
月
に
、
学

生
お
よ
び
教
育
・
研
究
の
サ

ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
め
ざ

し
、
教
務
事
務
を
一
元
化
す

る
教
務
セ
ン
タ
ー
を
第
２
学

舎
１
号
館
一
階
に
開
設
し
ま

す
。教

務
セ
ン
タ
ー
は
「
教
務

事
務
グ
ル
ー
プ
」「
授
業
支
援

グ
ル
ー
プ
」「
学
部
・
院
・
機

構
事
務
グ
ル
ー
プ
」「
専
門
職

大
学
院
事
務
グ
ル
ー
プ
」「
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
」

の
五
グ
ル
ー
プ
体
制
の
編
成

と
な
り
ま
す
。

キ

研
究
所
な
ど
の
研
究
活
動

の
活
性
化
と
有
機
的
連
携

学
内
各
種
研
究
所
（
東
西

学
術
研
究
所
、
経
済
・
政
治

研
究
所
、
先
端
科
学
技
術
推

進
機
構
、
法
学
研
究
所
）
に

お
け
る
研
究
活
動
の
さ
ら
な

る
活
性
化
と
研
究
所
間
の
有

機
的
連
携
を
め
ざ
し
、
研
究

所
長
会
議
な
ど
で
そ
の
施
策

や
方
向
性
、
さ
ら
に
研
究
組

織
の
再
編
等
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

ク

文
部
科
学
省
の
私
立
大
学

学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業

の
推
進

平
成
十
八
年
度
は
、
十
六

件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
、
一
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ケ

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
平
成
十
八
年
九
月
に
教
員

の
研
究
活
動
を
総
合
的
に
支

援
す
る
「
研
究
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
す
。「
全
学

で
共
通
す
る
事
務
処
理
の
一

元
化
・
効
率
化
」「
外
部
資
金

の
獲
得
を
一
層
進
め
る
た
め

の
研
究
支
援
体
制
の
強
化
」

を
目
的
と
し
て
、
個
人
研

究
、
共
同
研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
な
ど
、
各
種
研
究

活
動
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、

外
部
の
競
争
的
研
究
資
金
を

獲
得
す
る
た
め
の
戦
略
を
展

開
す
る
な
ど
、
大
学
の
三
大

使
命
の
一
つ
で
あ
る
「
研

究
」
の
推
進
を
組
織
的
に
支

援
し
ま
す
。

コ

開
か
れ
た
大
学
事
業
の
展

開
産
学
官
連
携
を
戦
略
的
に

展
開
し
、
そ
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
も

っ
て
社
会
に
還
元
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
自
治
体
等
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
の
で
き
る
体
制
の
構

築
と
事
業
の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。

サ

キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職
支

援
の
充
実

平
成
十
七
年
十
一
月
に「
卒

業
生
就
業
支
援
室
」
を
開
設

し
生
涯
に
わ
た
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
下
位
年
次
生
の
段
階
か

ら
将
来
設
計
や
職
業
観
を
涵

養
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

シ

東
京
セ
ン
タ
ー
の
移
転
・

拡
充平

成
十
五
年
に
Ｊ
Ｒ
東
京

駅
八
重
洲
口
向
か
い
に
開
設

し
た
東
京
セ
ン
タ
ー
を
、
平

成
十
九
年
春
に
Ｊ
Ｒ
東
京
駅

日
本
橋
口
に
隣
接
し
て
新
築

さ
れ
る
「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
テ
ィ
・
サ
ピ
ア
タ
ワ

ー
」
へ
移
転
し
ま
す
。
現
在

の
三
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
首
都
圏
地
域
に
お
け
る

本
学
の
拠
点
と
し
て
の
活
動

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

ア

第
１
学
舎
５
号
館
（
仮

称
）
建
築
工
事

平
成
十
九
年
四
月
に
開
設

す
る
「
政
策
創
造
学
部
」
が

主
と
し
て
使
用
す
る
学
舎
で

あ
る
と
と
も
に
第
１
学
舎
１

号
館
の
建
替
え
時
に
対
応
す

る
学
舎
と
し
て
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
の
第
１
学
舎
２
号

館
東
側
と
同
４
号
館
北
側
に

第
１
学
舎
５
号
館
（
仮
称
）

を
建
築
し
ま
す
。
規
模
は
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

六
階
建
、
延
床
面
積
約
九
千

五
百
二
十
平
方
�
で
す
。

イ

誠
之
館
一
号
館
解
体
跡
地

整
備
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
整
備
）

工
事誠

之
館
一
号
館
を
解
体
し

て
緑
地
に
回
復
し
、
学
生
の

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
で
き

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ

空
間
と
し
ま
す
。

ウ

関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
建
築
工
事

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
、
鉄
骨
造
二
階

建
、
延
床
面
積
三
千
五
百
九

十
八
・
五
〇
平
方
�
で
五
百

十
八
席
の
観
客
席
や
電
光
掲

示
板
、
高
性
能
な
音
響
設
備

を
完
備
し
た
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
を
平
成
十
八
年
七
月
に
竣

工
し
ま
す
。
大
学
体
育
会
の

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
と
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
や
関
西
大
学

第
一
高
等
学
校
の
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
部
な
ど
の
活
動
拠
点

に
な
る
と
と
も
に
、
施
設
を

一
般
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り

社
会
貢
献
の
一
翼
を
担
い
ま

す
。

エ

射
撃
場
建
築
工
事
お
よ
び

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
設
置
工
事

千
里
山
中
央
体
育
館
東
側

周
辺
の
整
備
に
伴
い
、
現
在

の
射
撃
場
お
よ
び
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
を
撤
去
し
、
そ
の
場

所
に
新
た
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
二
階
建
、
延
床
面
積

二
千
二
百
五
十
平
方
�
の
施

設
を
建
築
い
た
し
ま
す
。
射

撃
場
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
お

よ
び
各
部
の
練
習
場
と
し
て

本
学
体
育
施
設
の
充
実
を
図

る
も
の
で
す
。

オ

六
甲
山
荘
別
館
（
仮

称
）
改
修
工
事

平
成
十
七
年
度
に
購
入
し

た
六
甲
山
荘
の
隣
接
地
内
に

あ
る
六
甲
山
荘
別
館
（
仮

称
）
を
改
修
し
、
教
室
・
ゼ

ミ
室
等
を
整
備
し
ま
す
。

１

予
算
編
成
の
概
要

理事長

森本靖一郎

強い関西大学の構築へ

２

事
業
計
画
の
概
要

―創立１２０周年を迎えて―

１

教
育
研
究
活
動
関
係

２

教
育
研
究
施
設
設
備
の
整
備
充
実
関
係

平成１８年（２００６年）５月１７日第 ３３５ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い
て�

強
い
関
西
大
学
の
構
築
へ
　
　
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
て�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い
て�

強
い
関
西
大
学
の
構
築
へ
　
　
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
て�

予
算
書
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
よ
る
学
校
法
人

会
計
基
準
に
定
め
ら
れ
た
『
資
金

収
支
予
算
書
』
と
『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
二
種
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
資
金
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
予
算
編
成

を
通
じ
て
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
入
と
支
出
を
科
目
別
に
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
支
払
資
金
の

収
入
と
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

『
消
費
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
計
画
を
、
消
費
収
支
計

算
の
基
準
に
基
づ
い
て
計
数
と
し

て
表
示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
年

度
の
予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の

均
衡
状
況
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況
が

健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算

書
は
、
言
わ
ば
企
業
会
計
の
損
益

計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

『
貸
借
対
照
表
』
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
に
お
け
る
資
産
、

負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支
差
額

を
も
っ
て
財
政
状
態
を
示
す
も
の

で
す
。
決
算
時
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は

予
算
時
に
も
年
度
末
の
財
政
状
態

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
『
予
想
貸
借
対
照
表
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平

成
十
六
年
度
決
算
の
『
貸
借
対
照

表
』
に
平
成
十
七
年
度
補
正
後
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
七
年
度
末

と
し
、
さ
ら
に
平
成
十
八
年
度
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
八
年
度
末

の
財
政
状
態
を
予
想
し
た
も
の
で

す
。

増 減

５６０，３３１，０００
４９０，２２３，０００
３，３１０，０００
５，５３７，０００
６０，２６１，０００
１，０００，０００

△ １０１，５９３，０００
△ １００，４４０，０００
△ ２８５，０００
△ １，３３６，０００

２７５，０００

１９３，０００

△ ９８，０００，０００
△ ９８，０００，０００

△ ８４６，５８５，０００
△ ８３１，７０９，０００
△ １４，８７６，０００

８８，０５１，０００
△ １０，７２３，０００

５１７，０００

△ ２３，８１８，０００

△ １４０，０００

２０，０００

１５，０００

１０，０００

５００，０００

１０４，４４０，０００

△ ８９，０００

△ １４，０００

０

４０，０００

１００，０００

１７，１９３，０００
０

△ ５０７，９７５，０００
△ ５０７，９７５，０００

１７年度予算

３０，６６７，９３３，０００
２２，７２６，０７２，０００
２，３８２，９９０，０００
７５６，８４０，０００

４，６９７，２８１，０００
１０４，７５０，０００

２，１９７，８８４，０００
２，１６４，１７０，０００
１，７８９，０００
１６，２３４，０００
７，６６４，０００

８，０２７，０００

７０４，２００，０００
７０４，２００，０００

４，５８９，２０５，０００
４，０１１，１９２，０００
５７８，０１３，０００

８１１，５７４，０００
８１，９８５，０００

４，９０９，０００

３２８，６２６，０００

３４０，０００

８０，０００

２９，０００

１０，０００

０

２４１，６８８，０００

１０１，０００

１４，０００

２，０００

４０，０００

０

４５，０５０，０００
１０８，７００，０００

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

１８年度予算

３１，２２８，２６４，０００
２３，２１６，２９５，０００
２，３８６，３００，０００
７６２，３７７，０００

４，７５７，５４２，０００
１０５，７５０，０００

２，０９６，２９１，０００
２，０６３，７３０，０００
１，５０４，０００
１４，８９８，０００
７，９３９，０００

８，２２０，０００

６０６，２００，０００
６０６，２００，０００

３，７４２，６２０，０００
３，１７９，４８３，０００
５６３，１３７，０００

８９９，６２５，０００
７１，２６２，０００

５，４２６，０００

３０４，８０８，０００

２００，０００

１００，０００

４４，０００

２０，０００

５００，０００

３４６，１２８，０００

１２，０００

０

２，０００

８０，０００

１００，０００

６２，２４３，０００
１０８，７００，０００

２，０２５，０００
２，０２５，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
厚生施設整備引当特定
資金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借
入返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
有価証券売却収入

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
増 減

３６，９３７，０００

３８，０３５，０００

△ １，０９８，０００

０

△ ５９１，１９０，０００

△ ３３２，０７１，０００

△ ２５９，１１９，０００

１，０００，０００，０００

１，０００，０００，０００

３２１，２２４，０００

１６０，１８１，０００

１１８，２３０，０００

２，９０５，０００

３１，９０８，０００

８，０００，０００

△ ５０７，１１７，０００

２５１，４０１，０００

△ １０，３７６，０００

△１，１５１，０００，０００

４，２２９，０００

△ ６９，７７９，０００

△ ８０３，０００

△ ５４５，０００

２４，７３５，０００

４７０，６３５，０００

０

△ ２４，０００，０００

△ １，６１４，０００

１，４１４，６２１，０００

１，１０８，１２８，０００

３０５，４９３，０００

１，０００，０００

△７，１２８，６００，０００

△６，３５９，８９６，０００

１７年度予算

５５５，２９９，０００

３８３，９４３，０００

１０，９４０，０００

１６０，４１６，０００

１，４５４，１１３，０００

１，０７８，７５２，０００

３７５，３６１，０００

０

０

５，５９２，７９２，０００

２，５８３，７４８，０００

２，２６４，９２０，０００

１０１，８４０，０００

５５２，２８４，０００

９０，０００，０００

４，１６３，１６１，０００

７０，９２７，０００

２８，９６６，０００

１，４００，０００，０００

１１４，９１８，０００

６９，７７９，０００

８６，６６９，０００

１９，５４５，０００

４９２，５８２，０００

１，５２２，７６１，０００

１９，０００，０００

３２８，０００，０００

１０，０１４，０００

△７，８９９，６８１，０００

△１，９９３，３９６，０００

△５，８９８，２８５，０００

△ ８，０００，０００

２４，７９９，２７８，０００

６８，１４５，７５８，０００

１８年度予算

５９２，２３６，０００

４２１，９７８，０００

９，８４２，０００

１６０，４１６，０００

８６２，９２３，０００

７４６，６８１，０００

１１６，２４２，０００

１，０００，０００，０００

１，０００，０００，０００

５，９１４，０１６，０００

２，７４３，９２９，０００

２，３８３，１５０，０００

１０４，７４５，０００

５８４，１９２，０００

９８，０００，０００

３，６５６，０４４，０００

３２２，３２８，０００

１８，５９０，０００

２４９，０００，０００

１１９，１４７，０００

０

８５，８６６，０００

１９，０００，０００

５１７，３１７，０００

１，９９３，３９６，０００

１９，０００，０００

３０４，０００，０００

８，４００，０００

△６，４８５，０６０，０００

△ ８８５，２６８，０００

△５，５９２，７９２，０００

△ ７，０００，０００

１７，６７０，６７８，０００

６１，７８５，８６２，０００

科 目

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金収入

雑収入

借入金等収入

長期借入金収入

前受金収入

授業料前受金収入

入学金前受金収入

実験・実習料前受金収入

教育充実費前受金収入

その他の前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定資産

からの繰入収入

関西大学退職年金引当

特定資産からの繰入収入

キャンパス整備資金引

当特定資産からの繰入収入

未使用基金果実引当特

定預金からの繰入収入

厚生施設整備引当特定

資金からの繰入収入

総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済

資金特定預金からの繰入収入

修学旅行費等預り資産

からの繰入収入

貸付金回収収入

前期末未収入金収入

修学旅行費等預り金収入

その他の預り金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

期末未収入金

前期末前受金

その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
増 減

△ ４９０，７０９，０００

１１４，４８８，０００

△ ２０９，０６２，０００

１，５３３，０００

△ ３８７，２９２，０００

△ １０，３７６，０００

２７９，７８３，０００

２１，１６８，０００

△ ４０，６５８，０００

５，６３５，０００

△ ４，８４６，０００

△ ５３，７００，０００

３，１２４，０００

△ ５５，０２３，０００

１９７，３７８，０００

３，０００

△ １８９，０００

５８，７５９，０００

４９９，０００

１５６，８４４，０００

△ ４８，９６７，０００

２７９，０００

△ ５６１，０００

１４，９５０，０００

１９２，０００

１，１８２，０００

２３，７１４，０００

５４，４６９，０００

４，３６２，０００

△ ４，２３６，０００

△ １，４８９，０００

５，３１６，０００

３６，３１７，０００

△ ２５，４１２，０００

△ ８８３，０００

１，８４３，０００

６，１３５，０００

△ １９７，０００

１４０，０００

１２，０８６，０００

△ ５６８，０００

２，５０５，０００

１，１００，０００

７，７７４，０００

△ ３，０００

△ ７７５，０００

１０，４５４，０００

１７年度予算

１９，５６１，１４７，０００

１２，０２１，７９８，０００

６，００４，２２６，０００

６８，５９６，０００

１，４３７，５６１，０００

２８，９６６，０００

９，６５３，３９８，０００

３７３，９６３，０００

１，８６５，３１０，０００

３０８，０９０，０００

３３２，３３３，０００

２２４，６３６，０００

６１１，９８４，０００

３２８，９８４，０００

９９１，３９１，０００

５，６５０，０００

６７７，２３５，０００

８４，７１１，０００

５６，６９５，０００

２，４２７，４９８，０００

１，１３７，０６８，０００

８４９，０００

６，１４５，０００

１４６，９２３，０００

９，５３７，０００

２０，０５１，０００

４４，３４５，０００

１，６７０，６５６，０００

５８，５８１，０００

５１，２５３，０００

２７，５４３，０００

９５，６２８，０００

２７０，４０４，０００

８９，４４３，０００

２８，１２６，０００

１，６７５，０００

２８１，８４９，０００

５８，２５７，０００

５，３５３，０００

５７９，４６７，０００

１９，３４５，０００

１４，６１７，０００

９，８３６，０００

３８，７５０，０００

１０，７７６，０００

１５，９１８，０００

１３，８３５，０００

１８年度予算

１９，０７０，４３８，０００

１２，１３６，２８６，０００

５，７９５，１６４，０００

７０，１２９，０００

１，０５０，２６９，０００

１８，５９０，０００

９，９３３，１８１，０００

３９５，１３１，０００

１，８２４，６５２，０００

３１３，７２５，０００

３２７，４８７，０００

１７０，９３６，０００

６１５，１０８，０００

２７３，９６１，０００

１，１８８，７６９，０００

５，６５３，０００

６７７，０４６，０００

１４３，４７０，０００

５７，１９４，０００

２，５８４，３４２，０００

１，０８８，１０１，０００

１，１２８，０００

５，５８４，０００

１６１，８７３，０００

９，７２９，０００

２１，２３３，０００

６８，０５９，０００

１，７２５，１２５，０００

６２，９４３，０００

４７，０１７，０００

２６，０５４，０００

１００，９４４，０００

３０６，７２１，０００

６４，０３１，０００

２７，２４３，０００

３，５１８，０００

２８７，９８４，０００

５８，０６０，０００

５，４９３，０００

５９１，５５３，０００

１８，７７７，０００

１７，１２２，０００

１０，９３６，０００

４６，５２４，０００

１０，７７３，０００

１５，１４３，０００

２４，２８９，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

増 減

△ １８，５７９，０００
△ １８，５７９，０００

△ １，８８４，０００
△ １，８８４，０００

△ ５８８，０８１，０００
△１，１３９，８０２，０００

７５１，８６４，０００
△ ２５０，０００，０００

１，９７７，０００
４７，８８０，０００

△ ２４６，１４１，０００
△ １５，２１６，０００
△ １９３，８９０，０００
△ ３５，５０３，０００
△ １，５３２，０００

△２，４７２，５３６，０００
△ １，６４４，０００

△１，８０５，３９３，０００

△ ３００，０００，０００

△ １００，０００，０００

０

０

０

△ ２６３，５５０，０００

５１，０００

△ ２，０００，０００

０

０

０

０

△ ３６８，１１８，０００
△ １３，０００
△ ２７８，９３２，０００
△ ５４５，０００

△ ８４，７８３，０００
△ ３，８４５，０００

０

△ １１８，４３２，０００
△ １２２，０００，０００

３，５６８，０００

△２，３８９，６６８，０００

△６，３５９，８９６，０００

１７年度予算

１６８，１５２，０００
１６８，１５２，０００

７１８，９２４，０００
７１８，９２４，０００

５，１５９，０１８，０００
４，１１３，０１２，０００
７９０，８８４，０００
２５０，０００，０００
５，１２２，０００

０

２，２２２，４２３，０００
１，６７２，６２４，０００
２０８，５７９，０００
３３９，６８８，０００
１，５３２，０００

９，１３６，９０６，０００
９７，１５９，０００

１，８０５，３９３，０００

７００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

２，００２，１１３，０００

７４，２４１，０００

６７，０００，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

２，３７８，０９４，０００
８７７，１６４，０００
９０１，０３２，０００
１９，５４５，０００

４１２，７８３，０００
１６７，５７０，０００

６００，０００，０００

△ ７９３，６３８，０００
△ ６２２，５００，０００
△ １７１，１３８，０００

１７，６７０，６７８，０００

６８，１４５，７５８，０００

１８年度予算

１４９，５７３，０００
１４９，５７３，０００

７１７，０４０，０００
７１７，０４０，０００

４，５７０，９３７，０００
２，９７３，２１０，０００
１，５４２，７４８，０００

０
７，０９９，０００
４７，８８０，０００

１，９７６，２８２，０００
１，６５７，４０８，０００
１４，６８９，０００
３０４，１８５，０００

０

６，６６４，３７０，０００
９５，５１５，０００

０

４００，０００，０００

０

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，７３８，５６３，０００

７４，２９２，０００

６５，０００，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

２，００９，９７６，０００
８７７，１５１，０００
６２２，１００，０００
１９，０００，０００

３２８，０００，０００
１６３，７２５，０００

６００，０００，０００

△ ９１２，０７０，０００
△ ７４４，５００，０００
△ １６７，５７０，０００

１５，２８１，０１０，０００

６１，７８５，８６２，０００

科 目

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出
敷金・保証金支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出
車輌支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
減価償却引当特定資産
への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
情報基盤等整備資金引
当特定資産への繰入支出
工学部設備整備資金引
当特定資産への繰入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備資金
引当特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
未使用基金果実引当特
定預金への繰入支出
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金への繰入支出
危機対応資金引当特定
預金への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支
払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成１９年３月３１日 （単位 千円）

資産の部

（注）１減価償却額の累計額の合計額 ５９，２６６，８００千円

２徴収不能引当金の合計額 ７，４５６千円

３退職給与引当金の額の算定方法は次のとおりである。

大学の教員および職員 期末要支給額の５０％を基にして私立大学退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額を計上し

ている。

高等学校、中学校、幼稚園の教員 期末要支給額から私学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の５０％を計上している。

役員 期末要支給額の１００％を計上している。

４関西大学退職年金引当金の額の算定方法は次のとおりである。

関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上している。

５翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 ５，８７４，０８０千円

６通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リースのうち、平成１０年４月以降締結したものは次のとおりであ

る。

リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高

教育研究用機器備品 １，０６４，１４７千円 ４１８，２７４千円

その他の機器備品 ７，７２６千円 ０千円

車輌 １９，６１８千円 ８，１２３千円

負債の部

増 減

７，５０１，７９２

１，２６８，３０５

０

４８４，８８７

７５０，７３３

３６，４６７

△ ６３，４２６

３１０，１８５

△ ５４１

△ ２５０，０００

６，２３３，４８７

０

△ ２４，６６６

４７，８８０

１，０００，０００

３５９，８３４

△ ３２２，３２８

７６，９２５

０

１５１，０００

０

２２，０００

５０，０００

２，５００，０００

１，７３８，５６３

△ ４４，８５５

△ ２０，８６６

２００，０００

５００，０００

△ ３，５０３，０４１

△ ２，３８９，６６８

△ １，１０８，１２８

０

△ ３，８４５

０

△ １，４００

３，９９８，７５１

１７年度末

１４５，２６８，４３９

８４，１６２，４９１

９，０６３，２０６

４７，９７４，３２０

７，６４４，８３２

７，３４８，３３６

４６８，７２０

１１，４０９，０９０

３，９８７

２５０，０００

６１，１０５，９４８

１８，４９６

２１４，８３９

２２，８８６

１２，４５０

４，５９９，５１５

７，７６１，５９３

６７４，６７０

２７，８６３，８２４

１，０００，０００

５００，０００

２２０，０００

１００，０００

２，５００，０００

１４，３０８，３５７

２２９，４１７

１７９，９０１

４００，０００

５００，０００

２３，８５５，８５９

１７，６７０，６７８

１，９９３，６２４

３，９９０，５２９

１６７，５７０

１９，０００

１４，４５８

１６９，１２４，２９８

１８年度末

１５２，７７０，２３１

８５，４３０，７９６

９，０６３，２０６

４８，４５９，２０７

８，３９５，５６５

７，３８４，８０３

４０５，２９４

１１，７１９，２７５

３，４４６

０

６７，３３９，４３５

１８，４９６

１９０，１７３

７０，７６６

１，０１２，４５０

４，９５９，３４９

７，４３９，２６５

７５１，５９５

２７，８６３，８２４

１，１５１，０００

５００，０００

２４２，０００

１５０，０００

５，０００，０００

１６，０４６，９２０

１８４，５６２

１５９，０３５

６００，０００

１，０００，０００

２０，３５２，８１８

１５，２８１，０１０

８８５，４９６

３，９９０，５２９

１６３，７２５

１９，０００

１３，０５８

１７３，１２３，０４９

科 目

�固定資産

１有形固定資産

（１）土地

（２）建物

（３）構築物

（４）教育研究用機器備品

（５）その他の機器備品

（６）図書

（７）車輌

（８）建設仮勘定

２その他の固定資産

（１）電話加入権

（２）施設利用権

（３）敷金・保証金

（４）有価証券

（５）長期貸付金

（６）退職給与引当特定資産

（７）関西大学退職年金引当特定資産

（８）減価償却引当特定資産

（９）キャンパス整備資金引当特定資産

（１０）情報基盤等整備資金引当特定資産

（１１）工学部設備整備資金引当特定資産

（１２）高中施設整備資金引当特定資産

（１３）高槻新キャンパス整備資金引当特定資産

（１４）第３号基本金引当特定資産

（１５）未使用基金果実引当特定預金

（１６）総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金

（１７）危機対応資金引当特定預金

（１８）ＩＴ化推進引当特定資産

�流動資産

（１）現金・預金

（２）未収入金

（３）有価証券

（４）前払金

（５）修学旅行費等預り資産

（６）その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ６２，４４１

１８２，９６２

△ ３２２，３２８

７６，９２５

５１９，６２２

９９，９９８

１２２，４００

３２１，２２４

０

△ ２４，０００

４５７，１８１

１７年度末

１３，３３５，７２１

４，８９９，４５８

７，７６１，５９３

６７４，６７０

７，２８１，０６６

７１７，０４０

６２３，２１７

５，５９２，７９２

１９，０００

３２９，０１７

２０，６１６，７８７

１８年度末

１３，２７３，２８０

５，０８２，４２０

７，４３９，２６５

７５１，５９５

７，８００，６８８

８１７，０３８

７４５，６１７

５，９１４，０１６

１９，０００

３０５，０１７

２１，０７３，９６８

科 目

�固定負債

（１）長期借入金

（２）退職給与引当金

（３）関西大学退職年金引当金

�流動負債

（１）短期借入金

（２）未払金

（３）前受金

（４）修学旅行費等預り金

（５）その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

４，３０８，９８２
２，７２３，０００
１，７３８，５６３
８７，０００

８，８５７，５４５

１７年度末

１３４，６８５，３４４
４，３２０，０００
１４，３０８，３５７
２，３７９，０００

１５５，６９２，７０１

１８年度末

１３８，９９４，３２６
７，０４３，０００
１６，０４６，９２０
２，４６６，０００

１６４，５５０，２４６

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ５，３１５，９７５

△ ５，３１５，９７５

１７年度末

△ ７，１８５，１９０

△ ７，１８５，１９０

１８年度末

△ １２，５０１，１６５

△ １２，５０１，１６５

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

３，９９８，７５１

１７年度末

１６９，１２４，２９８

１８年度末

１７３，１２３，０４９

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

増 減

５，３１５，９７５，０００

１７年度予算

７，１８５，１９０，０００

１８年度予算

１２，５０１，１６５，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

増 減

△１，０９５，６３２，０００
６，４１１，６０７，０００

１７年度予算

６，４１１，６０７，０００
７７３，５８３，０００

１８年度予算

５，３１５，９７５，０００
７，１８５，１９０，０００

科 目

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
増 減

△ ６８２，２９４，０００

１１４，４８８，０００

△ ２０９，０６２，０００

１，５３３，０００

２７，０７１，０００

△ ６１４，６８０，０００

△ １，６４４，０００

４０６，５８１，０００

２１，１６８，０００

△ ４０，６５８，０００

５，６３５，０００

△ ４，８４６，０００

△ ５３，７００，０００

３，１２４，０００

△ ５５，０２３，０００

１９７，３７８，０００

３，０００

１２６，７９８，０００

△ １８９，０００

５８，７５９，０００

４９９，０００

１５６，８４４，０００

△ ４８，９３７，０００

２７９，０００

△ ５６１，０００

１４，９５０，０００

１９２，０００

１，１８２，０００

２３，７１４，０００

９１，９７６，０００

４，３６２，０００

１７年度予算

１９，５５８，４１３，０００

１２，０２１，７９８，０００

６，００４，２２６，０００

６８，５９６，０００

６，０４７，０００

１，３６０，５８７，０００

９７，１５９，０００

１４，３２２，２４４，０００

３７３，９６３，０００

１，８７５，３１０，０００

３０８，０９０，０００

３３２，３３３，０００

２２４，６３６，０００

６１１，９８４，０００

３２８，９８４，０００

９９１，３９１，０００

５，６５０，０００

４，６５８，８４６，０００

６７７，２３５，０００

８４，７１１，０００

５６，６９５，０００

２，４２７，４９８，０００

１，１３７，０６８，０００

８４９，０００

６，１４５，０００

１４６，９２３，０００

９，５３７，０００

２０，０５１，０００

４４，３４５，０００

１，８４９，１３５，０００

５８，５８１，０００

１８年度予算

１８，８７６，１１９，０００

１２，１３６，２８６，０００

５，７９５，１６４，０００

７０，１２９，０００

３３，１１８，０００

７４５，９０７，０００

９５，５１５，０００

１４，７２８，８２５，０００

３９５，１３１，０００

１，８３４，６５２，０００

３１３，７２５，０００

３２７，４８７，０００

１７０，９３６，０００

６１５，１０８，０００

２７３，９６１，０００

１，１８８，７６９，０００

５，６５３，０００

４，７８５，６４４，０００

６７７，０４６，０００

１４３，４７０，０００

５７，１９４，０００

２，５８４，３４２，０００

１，０８８，１０１，０００

１，１２８，０００

５，５８４，０００

１６１，８７３，０００

９，７２９，０００

２１，２３３，０００

６８，０５９，０００

１，９４１，１１１，０００

６２，９４３，０００

科 目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

増 減

△ ４，２３６，０００

△ １，４８９，０００

５，３１６，０００

３６，３１７，０００

△ ２５，４１２，０００

△ ８８３，０００

１，８４３，０００

６，１３５，０００

３７，５０７，０００

△ １９７，０００

１４０，０００

１２，０８６，０００

△ ５６８，０００

２，５０５，０００

１，１００，０００

７，７７４，０００

△ ３，０００

△ ７７５，０００

１０，４５４，０００

△ １８，５７９，０００

△ １８，５７９，０００

２５４，１１４，０００

２５６，５２８，０００

３，０００

△ ２，５０２，０００

８５，０００

０

０

５１，７９８，０００

１７年度予算

５１，２５３，０００

２７，５４３，０００

９５，６２８，０００

２７０，４０４，０００

８９，４４３，０００

２８，１２６，０００

１，６７５，０００

２８１，８４９，０００

１７８，４７９，０００

５８，２５７，０００

５，３５３，０００

５７９，４６７，０００

１９，３４５，０００

１４，６１７，０００

９，８３６，０００

３８，７５０，０００

１０，７７６，０００

１５，９１８，０００

１３，８３５，０００

１６８，１５２，０００

１６８，１５２，０００

１１０，９５６，０００

７９，１０７，０００

０

２６，５８９，０００

２６０，０００

５，０００，０００

６００，０００，０００

３６，６０８，９００，０００

１８年度予算

４７，０１７，０００

２６，０５４，０００

１００，９４４，０００

３０６，７２１，０００

６４，０３１，０００

２７，２４３，０００

３，５１８，０００

２８７，９８４，０００

２１５，９８６，０００

５８，０６０，０００

５，４９３，０００

５９１，５５３，０００

１８，７７７，０００

１７，１２２，０００

１０，９３６，０００

４６，５２４，０００

１０，７７３，０００

１５，１４３，０００

２４，２８９，０００

１４９，５７３，０００

１４９，５７３，０００

３６５，０７０，０００

３３５，６３５，０００

３，０００

２４，０８７，０００

３４５，０００

５，０００，０００

６００，０００，０００

３６，６６０，６９８，０００

科 目

福利厚生費

年金

消耗品費

印刷・製本費

通信運搬費

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

構築物処分差額

教育研究用機器備品処分差額

その他の機器備品処分差額

図書処分差額

予備費

消費支出の部合計

増 減

５６０，３３１，０００
４９０，２２３，０００
３，３１０，０００
５，５３７，０００
６０，２６１，０００
１，０００，０００

△ １０１，５９３，０００
△ １００，４４０，０００
△ ２８５，０００
△ １，３３６，０００

２７５，０００
１９３，０００

△ ９５，０００，０００
△ ９８，０００，０００

３，０００，０００

△ ８４６，５８５，０００
△ ８３１，７０９，０００
△ １４，８７６，０００

８８，０５１，０００
△ １０，７２３，０００

５１７，０００

△ ２３，８１８，０００
△ １４０，０００

２０，０００

１５，０００

１０，０００

１７年度予算

３０，６６７，９３３，０００
２２，７２６，０７２，０００
２，３８２，９９０，０００
７５６，８４０，０００

４，６９７，２８１，０００
１０４，７５０，０００

２，１９７，８８４，０００
２，１６４，１７０，０００
１，７８９，０００
１６，２３４，０００
７，６６４，０００
８，０２７，０００

８２２，２００，０００
７０４，２００，０００
１１８，０００，０００

４，５８９，２０５，０００
４，０１１，１９２，０００
５７８，０１３，０００

８１１，５７４，０００
８１，９８５，０００
４，９０９，０００

３２８，６２６，０００
３４０，０００

８０，０００

２９，０００

１０，０００

１８年度予算

３１，２２８，２６４，０００
２３，２１６，２９５，０００
２，３８６，３００，０００
７６２，３７７，０００

４，７５７，５４２，０００
１０５，７５０，０００

２，０９６，２９１，０００
２，０６３，７３０，０００
１，５０４，０００
１４，８９８，０００
７，９３９，０００
８，２２０，０００

７２７，２００，０００
６０６，２００，０００
１２１，０００，０００

３，７４２，６２０，０００
３，１７９，４８３，０００
５６３，１３７，０００

８９９，６２５，０００
７１，２６２，０００
５，４２６，０００

３０４，８０８，０００
２００，０００

１００，０００

４４，０００

２０，０００

科 目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入

増 減

５００，０００

１０４，４４０，０００

△ ８９，０００

△ １４，０００

０

４０，０００

１００，０００

１７，１９３，０００
０

△ ７，９７５，０００
△ ７，９７５，０００

３６，９３７，０００
３８，０３５，０００

△ １，０９８，０００
０

△ ５４０，１０６，０００
△ ３３２，０７１，０００
△ ２０８，０３５，０００

△ ９０５，９４０，０００

２，０５３，３７０，０００

１，１４７，４３０，０００

１７年度予算

０

２４１，６８８，０００

１０１，０００

１４，０００

２，０００

４０，０００

０

４５，０５０，０００
１０８，７００，０００

１０，０００，０００
１０，０００，０００

５５５，２９９，０００
３８３，９４３，０００
１０，９４０，０００
１６０，４１６，０００

１，４５４，１１３，０００
１，０７８，７５２，０００
３７５，３６１，０００

４１，１０８，２０８，０００

△１０，９１０，９１５，０００

３０，１９７，２９３，０００

１８年度予算

５００，０００

３４６，１２８，０００

１２，０００

０

２，０００

８０，０００

１００，０００

６２，２４３，０００
１０８，７００，０００

２，０２５，０００
２，０２５，０００

５９２，２３６，０００
４２１，９７８，０００
９，８４２，０００

１６０，４１６，０００

９１４，００７，０００
７４６，６８１，０００
１６７，３２６，０００

４０，２０２，２６８，０００

△８，８５７，５４５，０００

３１，３４４，７２３，０００

科 目

高槻新キャンパス整備資金
引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
厚生施設整備引当特定
資金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金
施設設備利用料

資産売却差額
有価証券売却差額

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支予予算算書書
３

収
支
予
算
書

予
算
時
も
年
度
末
財
政
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く

消消費費収収支支予予算算書書

予予想想貸貸借借対対照照表表
（６）平成１８年（２００６年）５月１７日第 ３３５ 号（７）
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学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い
て�

強
い
関
西
大
学
の
構
築
へ
　
　
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
て�

５５

４４

その他�
（5.6％）�
75,861円�

一人当たり�
支出計�

1,533,789円�

人件費�
（41.5％）�
636,522円�

教育研究経費�
（32.4％）�
496,948円�

管理経費�
（4.3％）�
65,953円�

その他�
（2.4％）�
36,811円�

基本金組入額�
（19.4％）�
297,555円�

一人当たり�
収入計�

1,354,661円�

学生生徒等納付金�
（77.7％）�
1,052,572円�

手数料�
（5.2％）�
70,442円�

補助金�
（9.3％）�
125,983円�

資産運用収入�
（2.2％）�
29,803円�

収支差額�
△179,128円�

（注）1（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の予算額を、科目ごとにそれぞれ予算学生数29,677人（大学院・学部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合
計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものです。�

　　　2「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、または将来取得のための積立金などの主とし
て資本的支出に充てる額です。�

（消費支出＋基本金組入金）� （帰属収入）�

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
借
入
金

等
収
入
、
前
受
金
収
入
な
ど
も

含
め
、
四
百
四
十
一
億
千
五
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
も
含

め
、
四
百
六
十
五
億
五
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

差
し
引
き
当
年
度
不
足
資
金
二

十
三
億
九
千
万
円
は
、
前
年
度

繰
越
支
払
資
金
か
ら
充
て
る
こ

と
に
な
り
、
次
年
度
繰
越
支
払

資
金
は
百
五
十
二
億
八
千
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
科
目
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
授
業
料
、
入
学
金
、
実
験

・
実
習
料
、
教
育
充
実
費
な
ど

で
す
。
学
部
（
昼
間
主
お
よ
び

文
・
社
会
・
総
合
情
報
・
工
学

部
）
学
費
は
、
社
会
・
経
済
情

勢
を
勘
案
し
、
初
年
度
学
費
を

平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
八

年
度
の
七
年
間
据
え
置
き
ま
し

た
。手

数
料
収
入
は
、
入
学
検
定

料
が
主
な
も
の
で
す
。
大
学
院

（
法
科
大
学
院
お
よ
び
会
計
専

門
職
大
学
院
含
む
。）
千
九
百
九

十
人
、
学
部
六
万
三
千
人
、
高

校
四
百
人
、
中
学
校
六
百
人
、

幼
稚
園
八
十
人
を
見
込
み
ま
し

た
。補

助
金
収
入
は
、
大
学
へ
の

国
の
経
常
費
補
助
金
と
高
校
・

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
大
阪
府

の
経
常
費
補
助
金
が
主
な
収
入

で
す
。

人
件
費
支
出
は
、
教
員
人
件

費
、
職
員
人
件
費
、
役
員
報

酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
各

設
置
学
校
の
教
育
研
究
活
動
に

必
要
な
消
耗
品
や
業
務
委
託
費

な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
、
学
生
募

集
に
係
る
経
費
お
よ
び
法
人
の

運
営
費
な
ど
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
、
第
１
学

舎
５
号
館
（
仮
称
）
建
築
工

事
、
誠
之
館
一
号
館
解
体
跡
地

整
備
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
整
備
）
工

事
、
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
建
築
工
事
、
射
撃
場
建
築
工

事
お
よ
び
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
設

置
工
事
、
六
甲
山
荘
別
館（
仮

称
）改
修
工
事
な
ど
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
、
学
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
に
伴
う

機
械
装
置
、
第
１
学
舎
５
号
館

（
仮
称
）
建
築
工
事
お
よ
び
関

西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
築

工
事
な
ど
に
伴
う
機
器
備
品
購

入
な
ど
で
す
。

平
成
十
八
年
度
資
金
収
支
予
算
は
、『
資
金
収
支
予
算

書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
し
た
も
の
が
�

表
１
�
で
す
。

平
成
十
八
年
度
消
費
収
支
予
算
は
、『
消
費
収
支
計
算

書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
す
る
と
、
�
表

２
�
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
収
入

で
、
四
百
二
億
二
百
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
較
で
九
億
六

百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

基
本
金
組
入
額
は
、
施
設
設
備

あ
る
い
は
将
来
の
施
設
取
得
に

係
る
積
立
金
や
基
金
な
ど
に
充

当
す
る
も
の
で
、
八
十
八
億
五

千
七
百
万
円
と
な
り
、
対
前
年

度
比
較
で
二
十
億
五
千
四
百
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
帰
属

収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控

除
し
て
消
費
支
出
に
充
当
す
る

こ
と
が
で
き
る
消
費
収
入
は
、

三
百
十
三
億
四
千
五
百
万
円
と

な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
十
一

億
四
千
八
百
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

消
費
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費

で
、
三
百
六
十
六
億
六
千
百
万

円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で

五
千
二
百
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
十
八
年
度
予
算
に

お
け
る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況

を
あ
ら
わ
す
消
費
支
出
超
過
額

は
、
五
十
三
億
千
六
百
万
円
と

な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
十
億

九
千
六
百
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
次
年
度
へ

繰
越
す
こ
と
に
な
る
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
七
十

一
億
八
千
五
百
万
円
に
、
当
年

度
消
費
支
出
超
過
額
五
十
三
億

千
六
百
万
円
を
加
え
百
二
十
五

億
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
建
物
な
ど

の
取
得
に
際
し
、
借
り
入
れ
た

借
入
金
の
未
返
済
額
に
あ
た
る

基
本
金
未
組
入
額
（
潜
在
的
累

積
赤
字
と
い
わ
れ
る
も
の
）
が

五
十
八
億
七
千
四
百
万
円
あ

り
、
こ
の
二
つ
を
あ
わ
せ
た
累

積
赤
字
と
い
わ
れ
る
額
は
百
八

十
三
億
七
千
五
百
万
円
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
予
想
貸
借
対
照
表
に

よ
る
と
、
平
成
十
八
年
度
末
借

入
金
残
高
は
、
当
年
度
中
の
借

入
れ
と
償
還
分
を
差
引
き
、
前

年
度
よ
り
二
億
八
千
三
百
万
円

増
加
し
て
、
五
十
八
億
九
千
九

百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
、
若
干
説
明

し
ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
学
校
法

人
が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器

備
品
、
図
書
、
現
預
金
な
ど
の

資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維
持

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校
法

人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産
を

取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収
入

か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、
学
校
法
人
資
産
の
「
維
持

す
べ
き
金
額
」
と
し
、
こ
れ
が

「
基
本
金
組
入
額
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
に
は
、

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
や
関

西
大
学
退
職
年
金
引
当
金
繰
入

額
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、
減
価
償
却
額
が
含
ま
れ

ま
す
。

「関西大学アイスアリーナ」（平成１８年７月竣工予想図）

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

競
争
と
評
価
の
時
代
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
変
容
す
る
社

会
な
ど
、
激
し
く
変
化
し
て
お

り
、
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
る
大

学
全
入
時
代
は
ま
さ
に
大
学
淘

汰
時
代
の
幕
開
け
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現

下
の
状
況
を
、
本
学
は
「
二
十

一
世
紀
型
総
合
学
園
」
へ
と
成

熟
・
飛
翔
し
て
い
く
好
機
と
捉

え
「
強
い
関
西
大
学
」
を
構
築

し
、
二
十
一
世
紀
に
力
強
く
雄

飛
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
以
降
の
財
政
見

通
し
は
、
将
来
構
想
を
見
据
え

て
実
施
す
る
事
業
計
画
に
よ
る

支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す

の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
私
立
大
学
を
取
り
巻

く
今
日
的
な
状
況
お
よ
び
本
学

財
政
の
現
況
と
将
来
予
測
を
踏

ま
え
、
各
設
置
学
校
の
財
政
的

自
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
善
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
関
係
者
の
み

な
さ
ま
方
の
大
学
財
政
に
対
す

る
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
に
も
財
務
情
報
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp:��w
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�表１� 資金収支予算総括表 （単位 百万円）

増減

△７，１２９

７６９

△３，９７０

４，７３９

△２，３９０

（注）平成１７年度予算は、第２次補正後予算です。（以下同じ。）

�表２� 消費収支予算総括表 （単位 百万円）

増減

△９０６
２，０５４

１，１４８
５２

１，０９６

△６，４１２

△５，３１６

平成１７年度予算

２４，８００

４３，３４６

５０，４７５

△７，１２９

１７，６７１

平成１７年度予算

４１，１０８
△１０，９１１

３０，１９７
３６，６０９

△６，４１２

△７７３

△７，１８５

平成１８年度予算

１７，６７１

４４，１１５

４６，５０５

△２，３９０

１５，２８１

平成１８年度予算

４０，２０２
△８，８５７

３１，３４５
３６，６６１

△５，３１６

△７，１８５

△１２，５０１

科目

／

予算

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科目

／

予算

Ａ 帰 属 収 入
Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消費収入（Ａ＋Ｂ）
Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当
年
度

収
支
予
算
の
概
要

１

資
金
収
支
予
算
に
つ
い
て

２

消
費
収
支
予
算
に
つ
い
て

お
わ
り
に

（８）平成１８年（２００６年）５月１７日第 ３３５ 号



本学と吹田市教育委員会は、「関西大学吹
田市民講座」（前期）を４コース２０テーマで
共催します。会場は、木曜日は千里山キャ
ンパス新関西大学会館北棟１階多目的ホー
ル、金曜日は南千里の吹田市立千里市民セ

ンター３階大ホール。広く一般社会人の受
講を歓迎します。問い合わせはリードセン
ター千里山キャンパス事務室（０６―６３６８―０７
２１）まで。

※「関西大学おおさか文化セミナー」、「関西大学公開講座（高槻市）」につい
ては４月から、「関西大学吹田市民講座」については５月から受付を開始して
いますので、すでに定員に達している場合があります。その他の講座も定員
に達し次第締め切ります。

本学と地域連携協定を結んでいる明日
香村および関西大学飛鳥文化研究所は、
日本の歴史を多面的にとりあげた「飛鳥
史学文学講座」を共催しています。会場
は明日香村中央公民館（奈良県明日香

村）。受講料は年額５，０００円、当日のみ受
講は１，０００円（テキスト代含む）。問い合
わせは教育後援会（０６―６３６８―００５５）ま
で。

本学と大阪府立文化情報センターは、「関西大
学おおさか文化セミナー」（前期）を一般社会人
を対象に次のテーマで共催します。会場は天六
キャンパス。問い合わせはリードセンター千里
山キャンパス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

本学と高槻市立生涯学習センターは、「関
西大学公開講座（高槻市）」（前期）を一般
社会人を対象に次のテーマで共催します。
会場は高槻市立生涯学習センター。問い合
わせはリードセンター千里山キャンパス事
務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

人権問題研究室は、研究成果を学内および社会
に広く還元し、大学内外における人権意識の向上
に寄与するため、学生、教職員、一般市民を対象
に公開講座を開催しています。会場は、４５、４６回
は千里山キャンパス尚文館マルチメディアＡＶ大
教室、４７、４８回は総合図書館３階ホール。問い合
わせは人権問題研究室（０６―６３６８―１１８２）まで。

奈良・キトラ古墳壁画の公開と、本学と明日香村の地
域連携協定の締結を記念して、朝日・大学パートナーズ
シンポジウム「明日香の原風景を求めて―手を結ぶ地域
と大学」を開催します。

開催日 ５月２７日（土）１３：３０～１６：３０
会 場 奈良県立万葉文化館（奈良県明日香村）

本学と明日香村は、高松塚古墳の発掘以降、緊密な関
係を築いてきました。平成１８年２月には産業、教育、文
化、まちづくり等の分野において、双方の発展と充実に
寄与することを目的とした「地域連携に関する協定書」
を交わし、大学の教育・研究成果を、日本の�まほろ
ば�である明日香村の活性化やコミュニティの創造に活
かすべく地域に根ざした研究活動を行い、積極的に関与
してさらなる相互の発展をめざします。
そこで、今回のシンポジウムでは、立松和平氏による

基調講演、本学の基調報告に引き続き万葉集に詠まれ由
緒ある「飛鳥川」にスポットをあて、地域住民の環境保
全活動、地域と行政と大学が連携して新たな明日香の原
風景を取り戻すため、何ができるのかについてパネルデ
ィスカッションを行います。
要参加申し込み。多数申し込みの場合抽選。
詳細は社会連携推進本部ウェブサイト（http���www.
kansai�u.ac.jp�renkei�）。問い合わせは社会連携推進セ
ンター事務室（０６―６３６８―１２４５）まで。

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

四
月

九
日（
日
）
「
祓
」
と
「
罪
」

―
法
制
史
的
に
―

名
誉
教
授

奥

村

郁

三

五
月

十
四
日（
日
）
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術

―
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
美
術
工
芸
―

文
学
部
教
授

�

橋

�

博

六
月

四
日（
日
）
漂
着
唐
船
物
語

―
大
庭
脩
先
生
の
遺
し
た
も
の
（
一
）
―

文
学
部
教
授

藪

田

貫

七
月

九
日（
日
）
日
本
と
琉
球
の
歴
史
的
都
市

―
「
方
」
と
「
円
」
の
意
味
―

文
学
部
教
授

高

橋

誠

一

八
月

六
日（
日
）
人
口
で
読
み
解
く
江
戸
時
代

―
日
本
の「
夜
明
け
前
」を
生
き
た
人
び
と
―

経
済
学
部
教
授

浜

野

潔

九
月

十
日（
日
）
季
節
へ
の
ま
な
ざ
し

―
大
伴
家
持
の
場
合
―

文
学
部
教
授

大

濱

眞

幸

十
月

八
日（
日
）
藤
原
俊
成
の
書

文
学
部
教
授

田

中

登

十
一
月
十
二
日（
日
）
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ゲ
ー
ム

―
西
域
探
険
と
帝
国
主
義
―

文
学
部
教
授

藤

田

�

夫

十
二
月

十
日（
日
）
近
時
飛
鳥
発
掘
の
成
果
と
課
題

―
遺
跡
の
実
態
と
情
報
を
め
ぐ
っ
て
―

名
誉
教
授

網

干

善

教

平
成
十
九
年

一
月

十
四
日（
日
）
「
吉
野
風
土
記
」
の
こ
と

法
学
部
教
授

山

野

博

史

二
月

十
一
日（
日
）
平
城
京
薬
師
寺
と
平
安
京
東
寺

―
新
都
を
鎮
護
す
る
寺
―

名
誉
教
授

山

岡

泰

造

三
月

十
一
日（
日
）
藤
原
京
の
京
域
論
と
新
城

文
学
部
教
授

西

本

昌

弘

※
時
間
は
十
三
時
十
五
分
〜
十
五
時
十
五
分

（
歴
史
）
▼
「
日
本
と
中
国
の
世
界
遺
産
―
文
化
遺
産
学
の
展
開
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

八
日（
木
）
建
物
の
宝
庫
・
古
都
奈
良
―
春
日
若
宮
祭
で

造
ら
れ
る
神
秘
の
建
物
を
中
心
に

文
学
部
教
授

森

隆

男

六
月

十
五
日（
木
）
熊
野
へ
の
信
仰
と
参
詣
曼
荼
羅

文
学
部
教
授

原

田

正

俊

六
月
二
十
二
日（
木
）
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
と
文
化
遺
産

文
学
部
助
教
授

森

部

豊

六
月
二
十
九
日（
木
）
中
国
海
港
の
文
化
遺
産
―
寧
波
・
泉
州
・
広

州
―

文
学
部
教
授

松

浦

章

七
月

六
日（
木
）
秦
都
咸
陽
―
始
皇
帝
の
文
化
遺
産
―

文
学
部
教
授

藤

田

�

夫

※
時
間
は
十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分

（
文
学
）
▼
「
日
本
文
学
に
見
る
戦
争
と
平
和
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

八
日（
木
）
昭
和
文
学
に
見
る
戦
争
―
「
麦
と
兵
隊
」「
野

火
」「
真
空
地
帯
」
な
ど
―

文
学
部
教
授

吉

田

永

宏

六
月

十
五
日（
木
）
兵
士
を
や
め
た
侍
―
太
平
の
世
に
生
き
る
―

文
学
部
教
授

藤

田

真

一

六
月
二
十
二
日（
木
）
修
羅
を
み
る
―
合
戦
の
ち
ま
た
に
―

文
学
部
教
授

大

島

薫

六
月
二
十
九
日（
木
）
平
安
の
中
の
争
い
―
『
源
氏
物
語
』
と
菅
原

道
真

文
学
部
教
授

山

本

登

朗

七
月

六
日（
木
）
上
代
文
学
に
見
る
戦
争
と
平
和

文
学
部
教
授

大

濱

眞

幸

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

（
教
育
）▼
「『
多
文
化
共
生
』時
代
に
お
け
る
教
育
と
学
び
―『
ち
が
う
こ
と
』こ
そ
素
晴
ら
し
い
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

九
日（
金
）
気
が
つ
け
ば
、多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
―

「
多
文
化
共
生
」
教
育
（
学
び
）
の
可
能
性

文
学
部
教
授

玉

田

勝

郎

六
月

十
六
日（
金
）
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
―
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
青
少
年
の
事
例

か
ら

文
学
部
助
教
授

山
ノ
内

裕

子

六
月
二
十
三
日（
金
）
「
多
文
化
共
生
」
社
会
と
障
害
者
問
題

非
常
勤
講
師

松

波

め
ぐ
み

六
月

三
十
日（
金
）
こ
と
ば
・
文
化
の
「
壁
」
を
超
え
る
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
教
育
の
学
び

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

カ
イ
ト

由
利
子

七
月

七
日（
金
）
�
共
生
�
に
と
っ
て
�
越
境
�
と
は

文
学
部
教
授

岡

村

達

雄

※
時
間
は
十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分

（
社
会
）
▼
「
昭
和
と
い
う
時
代
〜
昔
は
よ
か
っ
た
？
〜
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

九
日（
金
）
な
ぜ
い
ま
、
昭
和
ブ
ー
ム
な
の
か
？

社
会
学
部
教
授

片

桐

新

自

六
月

十
六
日（
金
）
世
論
調
査
か
ら
み
た
昭
和
の
価
値
観

社
会
学
部
助
教
授

間

淵

領

吾

六
月
二
十
三
日（
金
）
戦
後
に
お
け
る
老
後
意
識
の
変
化

社
会
学
部
教
授

大

和

礼

子

六
月

三
十
日（
金
）
映
画
に
見
る
昭
和
の
変
容

社
会
学
部
教
授

架

場

久

和

七
月

七
日（
金
）
高
度
経
済
成
長
期
の
大
衆
文
化

社
会
学
部
教
授

永

井

良

和

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

▼
「
イ
キ
イ
キ
と
し
た
働
き
方
・
生
き
方
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

五
月
二
十
七
日（
土
）
ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
と
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

〜
イ
キ
イ
キ
と
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
〜

社
会
学
部
教
授

川

�

友

嗣

六
月

三
日（
土
）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
こ
こ
ろ
の
健
康
）

―
イ
キ
イ
キ
度
を
測
る

社
会
学
部
教
授

飯

田

紀

彦

六
月

十
日（
土
）
自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

非
常
勤
講
師
・
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

伊

東

眞

行

六
月
二
十
四
日（
土
）
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

社
会
学
部
助
教
授

久

本

博

行

七
月

一
日（
土
）
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

社
会
学
部
教
授

森

田

雅

也

※
時
間
は
十
四
時
〜
十
五
時
三
十
分

回

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

４５

五
月

二
十
六
日（
金
）

「
水
平
社
創
立
宣
言
」

の
再
生

委
嘱
研
究
員

宮

橋

國

臣

４６

六
月

二
十
三
日（
金
）

在
日
コ
リ
ア
ン
の
解
体

特
別
研
究
員

梁

永

厚

４７

十
月

二
十
七
日（
金
）

軽
度
発
達
障
害
を
伴
う

子
ど
も
の
理
解
と
対
応

文
学
部
専
任
講
師

加

戸

陽

子

４８

十
一
月
二
十
四
日（
金
）

「
女
人
禁
制
」
か
ら
ジ

ェ
ン
ダ
ー
を
問
う

委
嘱
研
究
員

源

淳

子

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

▼
「
大
阪
探
訪
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

五
月
二
十
三
日（
火
）
大
阪
の
能
楽
堂
―
一
期
一
会
の
歴
史

文
学
部
教
授

関

屋

俊

彦

五
月

三
十
日（
火
）
大
阪
近
現
代
建
築
め
ぐ
り

工
学
部
助
教
授

橋

寺

知

子

六
月

六
日（
火
）
大
阪
に
生
き
る
―
暮
ら
し
の
安
全
と
安
心

工
学
部
教
授

小

澤

守

六
月

十
三
日（
火
）
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
の
復
活
か
ら
食
育
ま
で

大
阪
府
立
食
と
み
ど

り
の
総
合
技
術
セ
ン

タ
ー
野
菜
園
芸
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー

森

下

正

博

六
月

二
十
日（
火
）
大
阪
の
ま
ち
づ
く
り
―
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
て

工
学
部
助
教
授

北

詰

恵

一

※
時
間
は
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時

第８回関西大学公開講座（高槻市）
（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

公 開 講 座

第３２回飛鳥史学文学講座

人権問題研究室公開講座

第３５回関西大学吹田市民講座 （事情により内容に変更が
生じる場合があります。）

朝日・大学パートナーズ
シンポジウムを開催

第２６回関西大学おおさか文化セミナー
（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

（１０）平成１８年（２００６年）５月１７日第 ３３５ 号
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画画画画画画画画画画画画画画画画
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本
学
で
は
、
夏
季
休
業
期
間

の
四
〜
五
週
間
、
以
下
の
七
大

学
で
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す

る
（
二
大
学
で
新
規
実
施
）。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、生
き
た

語
学
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で

は
な
く
、外
国
の
文
化
や
歴
史
、

生
活
習
慣
や
考
え
方
を
自
分
の

感
性
で
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
教
職
員
も
同

行
す
る
た
め
、
現
地
で
も
安
心

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
に
は
二

単
位
が
与
え
ら
れ
る
（
入
学
年

度
・
学
部
に
よ
り
単
位
の
取
扱

い
が
異
な
る
た
め
、『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
で
確
認
の
こ
と
）。

応
募
資
格
は
い
ず
れ
の
セ
ミ

ナ
ー
も
「
希
望
語
種
の
学
習
歴

が
あ
る
学
部
、
大
学
院
生
」
で

あ
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
、

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
総
合
情
報

学
部
事
務
室
で
五
月
二
十
三
日

（
英
語
）、
三
十
日
（
英
語
以

外
）
ま
で
受
付
中
。

な
お
、
今
後
の
世
界
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
は
セ
ミ
ナ
ー
を

中
止
す
る
場
合
も
あ
る
。

�
英

語
�

【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
】

【
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
】

新
規
【
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
】

新
規
【
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
】

�
ド
イ
ツ
語
�

【
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
】

�
中
国
語
�

【
復
旦
大
学
】

�
朝
鮮
語
�

【
漢
陽
大
学
】

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

本
学
で
は
す
べ
て
の
構
成
員

の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、

学
内
外
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ

て
い
る
。
毎
年
春
と
秋
の
二
回

実
施
す
る
本
学
独
自
の
人
権
啓

発
行
事
も
そ
の
一
環
で
、
今
年

の
春
は
五
月
一
日
か
ら
十
六
日

の
間
、
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
民
族
問
題
、
部

落
問
題
、
性
差
別
問
題
お
よ
び

最
近
の
新
た
な
人
権
問
題
と
し

て
「
ひ
き
こ
も
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
造
詣
の

深
い
講
師
を
招
き
、
講
演
会
を

行
っ
た
。

な
お
、当
日
の
講
演
記
録
（
録

画
）
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
総
合
図
書

館
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
（
図
書

室
）
で
視
聴
で
き
る
の
で
、
当

日
参
加
で
き
な
か
っ
た
諸
君
は

大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

（
副
学
長

小
幡

斉
）

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九

年
）
十
月
二
十
日
に
本
学
商
学

部
は
、
天
王
寺
美
術
館
の
仮
校

舎
で
商
業
学
科
と
し
て
産
声
を

上
げ
た
。
い
わ
ば
関
西
で
は
最

も
古
い
商
学
部
の
一
つ
だ
。
明

治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
四

つ
の
時
代
を
経
て
商
学
部
は
二

〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
に

創
設
百
周
年
を
迎
え
る
。
過
去

百
年
の
歴
史
を
新
し
い
未
来
へ

と
継
承
し
て
い
こ
う
と
い
う
想

い
を
込
め
、
右
の
と
お
り
記
念

式
典
を
実
施
す
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
ほ
し

い
。

h
ttp���w

w
w
.k
an
sai

�
u.ac.jp�F

c_com
�bl

og�

（
商
学
部
）

五
月
二
十
八
日
（
日
）
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
祭
を
開
催
す
る
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
本
学
の

学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
生
や

一
般
住
民
か
ら
も
好
評
を
得
て

お
り
、
昨
年
は
来
場
者
数
が
四

千
人
を
上
回
る
大
盛
況
ぶ
り
で

あ
っ
た
。
今
年
も
魅
力
あ
る
企

画
が
目
白
押
し
で
あ
る
。

ま
ず
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

の
前
日
十
六
時
か
ら
前
夜
祭
を

開
催
す
る
が
、
今
年
も
ス
テ
ー

ジ
企
画
や
、
模
擬
店
の
出
店
等

を
予
定
し
て
い
る
。
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
祭
当
日
は
、
昨
年
度
と

同
様
、
総
合
情
報
学
部
の
特
色

を
活
か
し
た
内
容
で
、
ス
タ
ジ

オ
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
た
企
画
、
総
合
情

報
学
部
教
員
の
講
演
も
開
催
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、
応
援
団
の
迫
力
あ
る

演
舞
演
奏
、
学
生
の
研
究
発
表

や
模
擬
店
、
毎
年
人
気
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

今
年
の
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

の
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
」。
澄
み

切
っ
た
空
気
と
眺
望
が
す
ば
ら

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
催
す
「
祭
」
の
雰
囲

気
を「
楽
し
ん
で
」も
ら
い
た

い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
）

課外活動行事予定
５月１７日～６月１４日

◆混声合唱団『葦』
ＫＵシンフォニーホールライブ vol．１
５／１８（木） 本学 ＫＵシンフォニー
ホール
◆バドミントン部
関西学生バドミントン春季リーグ戦
５／１８（木） 大阪市中央体育館
５／２２（月） 大阪府立臨海スポーツセ
ンター
一部二部入れ替え戦
５／２６（金） 大阪府立東淀川体育館
◆第２部 邦楽部
新入生歓迎演奏会
５／１８（木） 本学 有鄰館１階多目的
ホール
◆陸上競技部
第８３回関西学生陸上競技対校選手権大会
５／１８（木）～５／２０（土） 長居第２
陸上競技場
天皇賜杯第７５回日本学生陸上競技対校選
手権大会
６／９（金）～６／１１（日） 日産スタ
ジアム
◆第１部 応援団
団祭
５／１９（金） 吹田メイシアター大ホー
ル
◆自転車部
全日本学生個人ロード予選会
５／２０（土）～２１（日） 会場未定
関西学生室内競技自転車大会
５／２０（土）～２１（日） 桃山学院大学
全日本学生個人ロード（男子）
６／１１（日） 会場未定
◆器械体操部
第５６回西日本学生体操選手権大会
５／２０（土）～２１（日） 熊本県立総合
体育館
◆弓道部
関西学生弓道選手権大会
５／２０（土）～２１（日） 神戸グリーン
アリーナ
◆サッカー部
関西選手権
５／２０（土）～６／３（土） 会場未定
◆アメリカンフットボール部
FLASH BOWL SERIES関西学生大会
５／２１（日） 大阪市・長居球技場
第６１回定期戦
６／４（日） 本学 中央グラウンド
◆剣道部
第５４回関西学生剣道選手権大会
第３６回関西女子学生剣道選手権大会
５／２１（日） 舞洲アリーナ
第５１回西日本学生剣道大会
第２１回西日本女子学生剣道大会
５／２７（土）～２８（日）福岡市民体育館
◆水上競技部
大阪学生水泳選手権
５／２１（日） 東大阪アリーナ
夏季公認記録会
６／４（日） 高槻市民プール
◆ボクシング部
近畿学生ボクシングリーグ戦
５／２１（日） 近畿大学
５／２８（日） 同志社大学
６／４（日） 龍谷大学
◆美術部
関西大学美術部 回生展
５／２６（金）～３０（火） 吹田メイシア
ター展示室
◆男子バスケットボール部
第５６回西日本バスケットボール選手権大
会
５／２７（土）～６／４（日） 大阪府立
体育会館
◆マンドリン倶楽部
新入生歓迎ミニコンサート

５／２７（土） 本学 ＫＵシンフォニー
ホール
◆ヨット部
関関同立定期戦
５／２７（土）～２８（日） 新西宮ヨット
ハーバー
◆ソフトテニス部
関西学生ソフトテニス春季リーグ入れ替
え戦
５／２７（土） 同志社大学
関西六大学春季リーグ戦
５／２８（日） 京都大学
大阪学生ソフトテニス優勝大会
６／１１（日） 関西外国語大学
◆茶道部
新入生歓迎茶会
５／２８（日） 本学 茶室『千里庵』
◆柔道部
第５６回関西学生柔道優勝大会
５／２８（日） 甲南大
第１４回関西学生女子柔道優勝大会
５／２８（日） 尼崎市記念公園
◆スキー競技部
春期季節外競技会
５／２８（日） 兵庫県・グリーンピア三
木
◆重量挙部
第４８回関西学生選抜ウエイトリフティン
グ大会
５／２８（日） 本学 重量挙練習場
◆速記部
全日本学生速記競技大会
５／２８（日） 本学
◆写真部
２回生展
５／３１（水）～６／４（日） 大阪市・
イロリ村
◆卓球部
関西学生卓球選手権大会
６／１（木）～３（土）京都府立体育館
◆千里山法律学会
関西学院大学学内法律討論会
６／３（土） 関西学院大学
◆囲碁部
春季関西リーグ
６／４（日）・１１（日） アルプス江坂
◆空手道部
第４４回西日本大学空手道選手権大会
６／４（日） 松下電器産業体育館
◆拳法部
第１９回全国大学選抜選手権大会
６／４（日） 早稲田大学記念会堂
◆相撲部
第８０回記念西日本学生相撲選手権大会
６／４（日） 堺市・大浜公園相撲場
◆テニス部
関西学生春季テニストーナメント本戦
６／４（日）～１１（日） 靱テニスセン
ター
◆混声合唱団『ひびき』
関西学生混声合唱連盟第３７回定期演奏会
６／５（月） フェスティバルホール
◆英語研究部
シナリオリーディングコンテスト
６／５（月） 本学 ＫＵシンフォニー
ホール
◆奇術研究部
学内公演
６／９（金） 本学 ＫＵシンフォニー
ホール
◆吟詩部
第４９回明治大学関西大学交歓吟詠発表大
会
６／１１（日） 東京都・カメリアホール
◆第２部 軽音楽部
新入生紹介ライブ
６／１４（水） 本学 有鄰館１階多目的
ホール

国
�
・
地
方
上
級
対
策
講
座

「
主
要
五
科
目
コ
ー
ス
」、
司
法

講
座
「
基
礎
コ
ー
ス
」、
司
法
書

士
対
策
講
座
は
四
月
か
ら
開
始

し
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
で
も

受
講
可
能
で
す
。
詳
細
は
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
事
務
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
六
月
六
日
（
火
）
か

ら
開
講
す
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対

策
講
座
は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
出
版
・
広
告
、
放
送

の
三
つ
の
業
界
別
ク
ラ
ス
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
九
月
か
ら
開
講
す

る
社
会
保
険
労
務
士
講
座
、
十

一
月
か
ら
開
講
す
る
公
認
会
計

士
入
門
講
座
、
税
理
士
講
座
も

引
き
続
き
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
細
は
、「
講
座
案
内（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
）」を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
制
度
は
、
課
外
活
動
や

自
主
活
動
に
お
い
て
、
優
れ
た

実
績
を
残
し
た
学
生
、
ま
た
は

優
れ
た
企
画
を
有
す
る
学
生
を

評
価
し
、
奨
励
金
を
も
っ
て
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
要

領
で
募
集
し
て
い
る
の
で
、
学

生
諸
君
に
は
奮
っ
て
応
募
し
て

ほ
し
い
。

【
応
募
要
領
（
企
画
部
門
）】

応
募
資
格
本
学
に
在
学
す
る
学

生
ま
た
は
所
属
す
る
団
体
の
う

ち
、
文
化
、
学
術
、
福
祉
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
分
野
に

お
い
て
、
優
れ
た
企
画
を
有
す

る
個
人
ま
た
は
団
体

応
募
方
法
所
定
の
「
活
動
計
画

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

窓
口
へ
提
出

応
募
期
間
五
月
一
日
（
月
）
〜

五
月
三
十
一
日
（
水
）

対
象
期
間
四
月
一
日
（
土
）
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

（
土
）

奨
励
金
個
人
は
二
十
万
円
を
上

限
と
し
て
企
画
内
容
に
よ
り
決

定
。
団
体
は
企
画
内
容
に
よ
り

決
定実

績
を
評
価
す
る
「
業
績
部

門
」
も
あ
り
。
詳
し
く
は
、
学

生
生
活
課
ま
た
は
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
事
務
室
ま
で
問
い
合
わ
せ

の
こ
と
。

（
学
生
生
活
課
）

○
文
学
部
教
授

武
市

修
著

『
中
世
ド
イ
ツ
叙
事
文
学
の
表

現
形
式
―
押
韻
技
法
の
観
点
か

ら
―
』

（
平
成
十
八
年
二
月
二
十
日
・

近
代
文
芸
社
・
定
価
三
千
百
五

十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

竹
内

洋
他

著『
日
本
主
義
的
教
養
の
時
代
』

（
平
成
十
八
年
二
月
二
十
五
日

・
柏
書
房
・
定
価
三
千
九
百
九

十
円
�
税
込
�
）

○
工
学
部
助
教
授

榎
原
博
之

他
著

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ

ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
実
証
分
析

（
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

研
究
叢
書
第
三
巻
）』

（
平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

・
多
賀
出
版
・
定
価
四
千
五
百

十
五
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

入
子
文
子
著

『
ア
メ
リ
カ
の
理
想
都
市
』

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
六
百
七
十
五
円
�
税
込

�
）

○
ハ
リ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
著

文
学
部
教
授

山
住
勝
広
・
同

助
教
授

比
留
間
太
白
共
訳

『
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
と
教
育
学
』

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
五

千
二
百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

澤
井
繁
男
著

『
京
都
の
時
間
。
京
都
の
歩
き

か
た
。』

（
平
成
十
八
年
四
月
十
八
日
・

淡
交
社
・
定
価
千
六
百
八
十
円

�
税
込
�
）

〇
社
団
法
人
日
本
鉄
鋼
連
盟

◆
二
〇
〇
六
年
度
「
鋼
構
造
研

究
・
教
育
助
成
事
業
」
に
よ
る

学
生
研
究
助
成

工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
Ｍ

一

高
橋

宏
和

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
）

関西大学商学部創設１００周年記念式典プログラム
５月２７日（土）

記念式典（会場：ＢＩＧホール１００）
開会の辞
挨拶 商学部長 鶴田廣巳
祝辞 理事長 森本靖一郎

学長 河田悌一
来賓祝辞 関西学院大学学長 平松一夫氏

吹田市長 阪口善雄氏
商学部シンボルマーク受賞者発表・作品紹介
ＫＵＢＩＣ本選出場者発表
閉会の辞
祝賀特別企画（会場：ＢＩＧホール１００）
記念講演「大阪商人のビジネス魂」
大阪商工会議所会頭 野村明雄氏（大阪ガス株式会社
取締役会長）

�休憩�
記念対談「大阪を語る」
吉本興業株式会社代表取締役社長 吉野伊佐男氏
上方落語協会会長 桂 三枝氏

（進行）毎日放送アナウンサー 高井美紀氏
閉会
ＯＢ・ＯＧ異業種交流会（会場：１００周年記念会館大ホール）
開会
第３部の参加については、記念パーティーにつき参加
費が必要。

閉会

�第１部�
１３時００分

１４時００分

�第２部�
１４時３０分

１５時３０分

１６時３０分

�第３部�
１７時００分

１９時００分

２７日、ＢＩＧホール１００で記念式典

商学部創設１００周年

２８
日
に
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

模
擬
店
、
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
支
援

関
西
大
学
文
化
・
学
術
活
動
等
奨
励
金
制
度

夏
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー
締
切
迫
る

英
語
、
２
大
学
で
新
規
実
施

２
０
０
６
年
度
春
の
人
権
啓
発
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みなさんは「関関戦」をご存じだろうか。
昭和53年から本学と関西学院大学の両校の試合が全クラブ

を統一して同じ日程、同じ場所で行われるようになったこと
から、「総合関関戦」と呼ばれるようになった。29回目の今
年はホームである千里山キャンパスなどで熱戦が繰り広げら
れる。昨年は14勝18敗５分で苦杯を喫したことにより、こ
れまでの通算成績は14勝14敗の５分となっている。勝敗が
振り出しに戻った今年、絶対関学に屈するわけにはいかない。

山田裕貴選手（商４）は、守備、走
塁、強肩の三拍子がそろうイチロー的
な面と、花見などの企画を自らかって
出る明るいキャラクターの新庄的な面、
その両方を兼ね備えた外野手だ。
そして、彼は常に下級生の意見を汲

み上げるボトムアップ型の主将でもあ
る。そんな彼を野球界が放っておくわ
けはない。プロ注目の選手の活躍を見
逃すな。
（社会学部４年次生 主務

立松 裕規）

走攻守そろった外野手・山田

留学生ベンの体重にも注目
米ウェブス

ター大学から
の 留 学 生 ベ
ン・オーバー
カ ン プ 選 手
は、185キロの
バ ー ベ ル を
軽々と持ち上
げることがで
きる。
ところが彼

は今、危機に
瀕（ひん）し
ている。来日して以来、日本食、特に
魚が合わないため、体重が落ち始めて
いるのだ。パスタなど炭水化物の摂取
や相撲部への仮入部によるトレーニン
グなどを経て、なんとか105キロ級を維
持することができるか。その自分との
戦いからも目が離せない。
（工学部３年次生 主務

清水 一憲）

Ｋ－１やプライドなど総合格闘技の起源と言われる拳
法。主将の小林伸之選手（工４）の得意技は「胴突き」。
胴突きは、威力、気合、綺麗な型、突いた瞬間に響き渡
る音の４つがそろって初めて決まる難しい技だが、本学
拳法部で彼の右に出る者はいない。
現在、練習に余念がないわが部は、昨年の雪辱を必ず

果たすことを誓う。
（工学部４年次生 主務 杉本 祐輝）

拳法部 主将・小林の得意技胴突き

「心臓に毛が生えている」。初の海外
遠征であった欧州エアガン大会で見事
優勝を飾った安西美帆選手（文２）は
そのように形容される。
一瞬の集中力の途切れが命取りとな

る射撃の試合に、彼女は普段練習して
いる時の平常心のまま、片時の気の緩
みもなく臨むことができる。この圧倒
的な集中力はだれもまねできないだろ
う。
（商学部４年次生 主務

尾上 暁彦）

射撃部
集中力抜群 安西の射的

「上段蹴り」の素早さではだれにも負けないとい
う鍛島宗範選手（文４）はわが部の主将である。
彼の「明るくしんどく」というモットーのもと、

部内にはアットホームな雰囲気の中にも、緊張感漂
う厳しさが垣間見える。
今回対戦するかもしれない関学の主将は、高校時

代の盟友。これまでの戦績は２勝１敗だが、必ず勝
利を勝ち取るだろう。
（経済学部４年次生 主務 上村 真優）

空手道部 早さ自慢 鍛島の上段蹴り

73キロ級の森安義次選手（商２）は、３月の甲南大
戦でそれまで劣勢だった流れを一気に変え、見事優
勝に導いた、まさにプレッシャーをはねのけること
のできる逸材。
彼の柔道は常にアグレッシブで、見るものを飽き

させない。関関戦でも得意の背負い投げが炸裂する
はずだ。今年は、気合いの入った試合の中で織り成
す、繊細な技の駆け引きにも注目してもらいたい。

（経済学部３年次生 主務 山口 惟）

出るか 森安の背負い投げ

今春、ハワイから指導に来ていたアメリカ人コーチ
であるローレン・ワレスさんが、およそ１年分にあた
るトレーニング法を２週間で伝授。
彼の手による 「ゾーンディフェンス」方法は、他

大学にはない珍しい防衛手段。「Good Job！」練習中、
常に発せられていた彼の激励により、掛け声を絶やさ
ないチームに生まれ変わった。試合中、メンバー間の
コミュニケーションも万全の体制で臨む。

（経済学部４年次生 副主将 西田 達）

男子バスケットボール部
米コーチの指導でチームに変化

重量挙部

キャプテンである松田智志選手（社４）のポジション
はセンターバック。キーパー前の最後の砦であるそのポ
ジションは、大柄な選手が身体でボールを止めるのが通
例だが、松田選手は小柄ながら頭脳で勝負している。
つまり、相手の次の動きを読む先見性を駆使し、ディ

フェンスを統率するのが彼の仕事だ。昨年の春季リーグ
途中から総理大臣杯優勝までの間、彼がフル出場したこ
とにより、１試合たりとも負けなかった。

（法学部４年次生 主務 樽井 俊祐）

野球部

頭脳派守備・松田サッカー部

柔道部

8見逃すな！ 注目の　    クラブ�

総　合�
関関戦�

第１日目／６月15日（木）
開会式
少林寺拳法、バスケットボール、バレーボール、野球

アイスホッケー、ゴルフ、ソフトテニス、卓球、テニス、
なぎなた、軟式野球、バドミントン、陸上ホッケー

第２日目／６月16日（金）

第３日目／６月17日（土）
アーチェリー、合気道、アメリカンフットボール、空手道、器械体操、
剣道、拳法、古武道、射撃、柔道、相撲、漕艇、ハンドボール、
馬術、フェンシング、ラグビー、レスリング
閉会式

前哨戦（５月17日以降のみ）
５月28日………水上競技
５月28日………陸上競技
６月３・４日…弓道

６月10・11日……ヨット
６月11日…………重量挙

６月15～17日の第29回総合関関戦は、本学千里山キャンパスで行われる（一部を除く）。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
で
6
月
15
日
か
ら
3
日
間�

秘

平成１８年（２００６年）５月１７日
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次号は６月１５日発行の予定です
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新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な

っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
新

入
生
の
い
き
い
き
と
し
た
ま

な
ざ
し
や
会
話
に
接
す
る
機

会
も
多
い
。
四
年
次
生
は
い

ま
、
人
生
の
大
き
な
選
択
と

な
る
就
職
活
動
に
忙
し
い
。

そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
専

門
性
と
と
も
に
、
人
間
と
し

て
の
総
合
力
で
あ
り
、
は
っ

き
り
し
た
自
己
認
識
で
あ

る
。
そ
れ
を
養
う
の
は
三
年

次
生
ま
で
の
学
生
生
活
で
あ

る
。
本
号
で
は
、
諸
君
の
進

路
選
択
に
支
援
の
手
を
さ
し

の
べ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
大
き
く
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
の

予
算
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
授
業
料
の
使
わ
れ
方
を

見
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら

に
恒
例
の
関
関
戦
の
見
ど
こ

ろ
も
紹
介
し
て
い
る
。
大
学

時
代
は
人
生
の
最
も
美
し
い

季
節
で
あ
る
。
自
分
を
い
つ

わ
ら
な
い
真
に
充
実
し
た
過

ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
。

（
中
井

暉
久
）

�編集後記�

松
本

祥
尚
（
ま
つ
も
と

・
よ
し
な
お
）
教
授

専
門
は
、
最
近
の
粉
飾

決
算
等
の
企
業
の
不
祥
事

を
巡
り
脚
光
を
浴
び
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
監
査
。
現
在

は
、
内
部
統
制
に
代
表
さ

れ
る
企
業
の
リ
ス
ク
管
理

や
リ
ス
ク
情
報
の
開
示
の

あ
り
方
に
関
し
て
制
度
的

・
実
証
的
に
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
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